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今月の主な話題

今月の表紙
　12月９日、ヴィーブルで行なわれた
平成30年冬巡業大相撲合志場所。　
　普段はなかなか見られない力士たち
のぶつかりあう姿に、約3,300人の
観客が熱狂しました。この日最後の取
組となった横綱白鵬と大関栃ノ心との
一戦には、会場中からひときわ大きな
声援が飛び交いました。詳しくは14
ページをご覧ください。



医
療
や
福
祉
の
充
実
度
、
居
住
環
境
の
整

備
の
分
野
で
特
に
高
評
価
を
い
た
だ
き
、

全
国
総
合
27
位
、
九
州
内
２
位
と
な
り
ま

し
た
。

昨
年
は
市
内
最
大
規
模
の
商
業
施
設
ア

ン
ビ
ー
熊
本
が
一
部
オ
ー
プ
ン
し
、
御
代

志
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
に
も
着
手
す

る
な
ど
、
よ
り
一
層
住
み
よ
い
ま
ち
に
前

進
で
き
た
年
で
し
た
。

ま
た
、
昨
年
末
の
県
道
大
津
植
木
線
バ

イ
パ
ス
一
部
供
用
開
始
に
続
き
、
本
年
３

月
に
は
北
熊
本
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
の
開
通
も
控
え
、
交
通
の
利
便
性
も

向
上
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
本
年
は
、
中
九
州
横
断
道
路

の
整
備
に
関
す
る
取
り
組
み
も
本
格
化
し

て
い
き
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
期
待
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
丁
寧

に
把
握
し
、
速
や
か
に
整
備
で
き
る
よ
う

努
力
し
ま
す
。

今
後
と
も
熱
い
志
と
行
動
を
持
っ
て

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
安
心
・
安
全

に
、
豊
か
に
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち「
健
康

”幸
福
“
都
市
こ
う
し
」の
実
現
に
向
け
、
熊

本
県
の
新
た
な
拠
点
と
し
て
発
展
す
る
合

志
市
の
た
め
、
全
力
を
尽
く
す
所
存
で
す
。

結
び
に
、
本
市
に
と
っ
て
、
本
年
が
活

気
溢
れ
る
輝
か
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う

念
願
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
に

と
っ
て
、
ご
健
勝
で
幸
多
き
年
と
な
り
ま

す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

民
の
皆
さ
ま
、
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
年
頭
に
あ

た
り
、
謹
ん
で
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ

ま
す
。
昨
年
中
は
市
政
全
般
に
わ
た
り
ご

理
解
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
の
春
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
市
長
選

挙
で
、
引
き
続
き
市
長
と
し
て
三
期
目
の

市
政
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
６
万
２
，０
０
０
人
の
市
民
の

皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
期
待
と
担
う
べ

き
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
つ
つ
も
、
そ

の
負
託
に
応
え
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
合
志
市

の
実
現
に
向
け
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
市

の
発
展
の
た
め
、
精
一
杯
ま
い
進
し
て
い

き
ま
す
。

さ
て
、
平
成
28
年
の
熊
本
地
震
後
、「
合

志
市
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
」を
策
定
し
、

同
計
画
に
基
づ
き
市
政
運
営
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

昨
年
４
月
に
市
総
合
セ
ン
タ
ー
ヴ
ィ
ー

ブ
ル
が
復
旧
オ
ー
プ
ン
し
、
防
災
拠
点
機

能
を
併
せ
持
つ
合
志
庁
舎
、
野
々
島
市
民

セ
ン
タ
ー
も
整
備
い
た
し
ま
し
た
。
近

年
、
日
本
全
国
で
自
然
災
害
が
多
発
す
る

中
、
今
後
と
も
防
災
・
減
災
に
向
け
て
防

災
施
設
や
防
災
広
場
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
の

整
備
、
機
能
強
化
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、

防
災
訓
練
や
防
災
士
育
成
な
ど
ソ
フ
ト
面

の
強
化
に
も
注
力
し
て
い
き
ま
す
。

本
市
は
東
洋
経
済
新
報
社
が
発
表
し
た

「
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
２
０
１
８
」で
、

市長

荒木　義行

伸びゆくまち
　　「こうし」の
　　　　　飛躍の年に

民
の
皆
さ

で
と
う
ご

た
り
、
謹
ん
で
ご

ま
す
。
昨
年
中
は

理
解
ご
協
力
を
い

市
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き
ま
し
た
。
財
政
調
査
・
研
究
特
別
委
員

会
は
、
平
成
29
年
６
月
の
予
算
決
算
常
任

委
員
会
設
置
に
伴
い
発
展
的
に
解
消
、
予

算
決
算
に
関
す
る
議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能

を
強
化
し
ま
し
た
。

本
年
３
月
に
は
九
州
縦
貫
自
動
車
道
鹿

児
島
線
北
熊
本
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
が
完
成
し
、
車
の
流
れ
の
大
き
な
変

化
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
の
課
題
解
消
の

た
め
、
昨
年
12
月
に
開
通
し
た
県
道
大
津

植
木
線
バ
イ
パ
ス
第
１
工
区
に
続
く
第
２

工
区
の
早
期
着
工
と
、
国
道
３
８
７
号
、
県

道
大
津
西
合
志
線
の
４
車
線
化
を
引
き
続

き
国
・
県
に
強
く
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

本
年
４
月
に
は
議
員
の
改
選
と
な
り
ま

す
が
、
市
議
会
は
今
後
も
議
事
機
関
と
し

て
の
機
能
を
存
分
に
発
揮
す
る
た
め
、
行

政
施
策
の
監
視
と
効
果
の
適
切
な
評
価
、

政
策
提
言
能
力
の
研
さ
ん
な
ど
、
議
員

個
々
の
資
質
向
上
に
努
め
ま
す
。
人
口
増

加
の
中
、
よ
り
よ
い
市
政
運
営
に
は
幅
広

く
市
民
の
声
を
反
映
さ
せ
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
女
性
や
子
育
て
世
代
、
地
域
活
性

化
に
取
り
組
む
市
民
な
ど
が
議
員
に
立
候

補
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
た
め
、
関
係
規

則
改
正
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

本
年
も
市
議
会
に
対
し
、温
か
い
ご
指
導

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
、
皆
さ
ま
に
と
っ
て
実
り

多
き
一
年
と
な
る
こ
と
を
心
よ
り
祈
念
申
し

上
げ
、新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。
日
頃
か
ら
市
議
会
に
対
し
、
温
か

い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
日
本
経
済
も
緩
や
か
な
回
復
基

調
に
あ
り
、
消
費
動
向
な
ど
に
持
ち
直
し
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
一
方
、
大
阪
府
北
部
を
震

源
と
す
る
地
震
、
北
海
道
胆
振
東
部
地
震

や
西
日
本
豪
雨
災
害
、
強
大
化
す
る
台
風

に
よ
る
被
害
、さ
ら
に
全
国
各
地
で
40
度
超

え
の
猛
暑
を
記
録
す
る
な
ど
、
大
自
然
の
驚

異
に
さ
ら
さ
れ
た
１
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

熊
本
地
震
か
ら
２
年
８
カ
月
、
防
災
に

対
す
る
意
識
が
薄
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
が
気

が
か
り
で
す
。
昨
年
、
市
で
は
防
災
拠
点

セ
ン
タ
ー
を
２
カ
所
整
備
し
た
他
、
地
区

防
災
計
画
の
策
定
支
援
、
防
災
士
育
成
な

ど
積
極
的
に
防
災
施
策
に
努
め
ま
し
た
。

議
会
で
は
防
災
に
関
す
る
政
策
提
言
を
行

な
い
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

私
た
ち
の
任
期
も
残
す
と
こ
ろ
４
カ
月
。

こ
れ
ま
で
の
３
年
数
カ
月
を
振
り
返
る
と
、

改
選
後
す
ぐ
に
教
育
施
設
整
備
等
に
関
す

る
調
査
研
究
特
別
委
員
会
を
設
置
。
学
校
・

給
食
施
設
、
生
涯
学
習
施
設
の
あ
り
方
に

つ
い
て
多
角
的
に
調
査
、
協
議
し
、
執
行
部

に
提
言
を
行
な
い
、
施
策
の
実
現
に
努
め
て

平成31年 新年のごあいさつ

幅広い声を
　　反映させる
　　　　　議会を目指して

市議会議長

吉永　健司

年
、
明
け
ま

い
ま
す
。

れ
ま
し
て
は
、
希

迎
え
の
こ
と
と
心

新

幅広
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講師　まさる さん
熊本を中心にテレビや
ラジオ、インターネット上
で活躍中。

演題　まさるの部屋
　　　～性と生とセイっ！～

プログラム

気づきうなずき

フェスティバル
～自分らしい生き方  できていますか～

入場無料

1月26日土
開会  午前９時20分
受付  午前９時

と　き

御代志市民センター
ところ

手話通訳・託児あり
託児　１歳～就学前の幼児
１月18日㈮までに電話でお申し込みください。

●問い合わせ先　総務課　総務・男女共同参画班（合志庁舎）
　　　　　　　　☎２４８－１１１２

講演会

　 のおもちゃ広場
前回大人気だったおもちゃ広場を

今回も開催します。

オープニング
Ｒｉｎ新体操クラブ

同時開催

主催　合志市・合志市男女共同参画推進懇話会

9：00 開場（受付開始）
9：20 開会
9：25 オープニング

10：00 講演会
11：30 閉会
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入場無料
手話通訳
あり

● H I V人権ネットワーク沖縄

　ＨＩＶ、エイズやハンセン病などの病気への差別・

偏見の根絶を目指すため、子どもたちの演劇や講

演会活動を行なっています。

●あらすじ

　ＨＩＶに感染していることを告げられた女子高生、

めぐ。身近な人からの差別や偏見におびえる中、

ハンセン病回復者である八重子おばぁと出会う。

　八重子おばぁから語られる想像を絶する過去。

その中で、生きる勇気を得るきっかけを見つける

ことになる。そしてめぐは…。

●過去の参加者の感想

・おばぁのことばに涙が止まりませんでした。これか

らも多くの人がハンセン病、HIV、その他の人権に

ついて考えていかなければならないと感じました。

　（25歳 女性）

・演劇に感動しました。多くの人に見てもらいたい。

心が洗われるようだった。（64歳 男性）

・とても素晴らしい内容だったと思います。演劇を見

ていて自分自身のあり方を考えさせられました。

（50歳 女性）

午後１時30分 受付
　　１時45分 オープニング
　　２時 開会行事　　
　　２時10分 ●学習成果発表

　　　「ハンセン病問題を学びなおして」

　　　熊本大学４年　　江副　心さん

 ●人権作文発表
　　　「世代を超えて」

　　　合志中学校２年　西本　匡伽さん
　　２時50分 演劇「光の扉を開けて」
   HIV人権ネットワーク沖縄
　　４時30分 閉会

無料
訳

人権フォーラム 2019  in 合志市

と　き　２月２日㈯
　　　　受付　午後１時30分

　　　　開会　午後２時

ところ　ヴィーブル　文化ホール

プログラム

　小中学生の菊池恵楓園現地学習などの人権学習
作品を展示します。

小中学校作品展示

演劇　「光の扉を開けて」

　１歳～小学３年生が対象。事前予約が必要です。
１月23日㈬までに問い合わせ先へ申し込んでくだ
さい。

託児

▲昨年の合志中合唱部の歌声「希望の鐘」

問い合わせ先　　人権啓発教育課（合志庁舎）　☎２４８－２３９９

料

２月２日㈯ 演劇　「光の扉を開けて」

～ ハンセン病のこと　エイズのこと
共に生きるということ ～

え ぞえ こころ

にしもと きょうか
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交通安全・防犯

交通安全・防犯交通安全・防犯

長年の功績をたたえて長長年長年長長長長長 たえてた てええてええてをた績 たをたをた績をを績 てえててたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた功長長年年年の功功の功功のの功績績を功績績 てたたえてててててててててててててててててたたたたたたたたた

　11月18日、熊本県ボランティア月間に合わせて、ふれあい館で第８回ボランティア表彰式を開催しまし
た。長年にわたる活動に対する功績をたたえ、区長や市ボランティア連絡協議会などから推薦された５個人・
３団体の計８組に、市長が感謝状を贈呈しました。

ボランティア表彰とは
合志市では、平成30年３月末現在で

個人83人、団体では88団体1,280人の
皆さんがボランティア活動をして地域に
貢献しています。
市自治基本条例にうたわれている市民

や市議会、行政の三者による協働を市民
の責務として実践しているボランティア
活動に対し、感謝の気持ちを表して表彰
を行ない、市民の皆さんにボランティア
活動の輪が広がっていくことを願って創
設しました。

　西合志第一小学校児童
の通学時の付き添いや見
守りを行なっています。
清掃活動や社会ルールの
指導などにも取り組み地
域に貢献しています。

　15年間にわたり、午前
７時10分から８時30分ま
で、野々島地域の児童の
交通指導と通学時の付き
添いを行ない、子どもた
ちの安全を守っています。。って ますいま

　杉並台の子ども見守り
隊の一員として、12年
間にわたり毎朝欠かさず
小学生の通学時の見守り、
あいさつの指導を行ない、
地域に貢献しています。

大
お お む ら

村金
き ん

次
じ

郎
ろ う

さん

（小池）

髙
た か

峯
み ね

末
す え

俊
と し

さん

（東）

橋
は し も と

本 諭
さとし

さん　

（杉並台）

個人の部
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交通安全・防犯 子育て・福祉

子育て・福祉

子育て・福祉

子育て・福祉

　20年前から、病院や高
齢者施設、保育所などを
訪問し、おしゃべりを交
えながらフルート演奏や
読み聞かせなどを行ない、
人々を楽しませています。

　10年間にわたり毎月子育てサロンの支援や
社会福祉協議会の子育て関連事業の手伝いを
行なっています。市内の高齢者施設でもボラン
ティア活動に取り組み、地域に貢献しています。

　10年前から、福祉施設などで詩吟や琴の演奏
を披露してきました。５年前から詩吟に代わっ
てマジックを披露し、保育所などでも活動して
います。

　10年前から、福祉施設やサロンなどで演奏や
紙芝居、踊りなどを通した交流を図っています。
宮崎県で口蹄疫発生の際には募金活動を行なう
など市外でも活躍しています。

　15年間にわたり野々島
地域の児童が事故なく安
心して登校できるように、
見守り活動と交通指導を
行なっており、交通安全
に貢献しています。

松
ま つ む ら

村 光
み つ

子
こ

さん

（上須屋）

　スイートピー　　　　　　　　　  

筝
そ う

吟
ぎ ん

会
か い

　　　　　　　　　　　　  

　ピエロの会　　　　　　　　　　  

福
ふ く

田
だ

晴
は る

夫
お

さん　

（東）

団体の部
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▼
問
い
合
わ
せ
先先

環
境
衛
生
課（
合
志
庁
舎
）

☎（
２
４
８
）１
２
０
２

ポ
イ
捨
て
や
不
法
投
棄
は

や
め
ま
し
ょ
う

道
路
や
公
園
に
空
き
缶
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
、
た
ば
こ
の
吸
い
殻
、
レ
ジ

袋
な
ど
が
ポ
イ
捨
て
さ
れ
て
い
ま
す
。

ご
み
の
ポ
イ
捨
て
は
人
に
迷
惑
を
掛

け
る
だ
け
で
な
く
、
環
境
汚
染
の
原

因
に
も
な
り
ま
す
。
合
志
市
美
し
い

ま
ち
づ
く
り
条
例
で
は
、
私
有
地
で

あ
っ
て
も
適
正
に
管
理
し
、
生
活
環

境
の
美
化
と
清
潔
の
保
持
に
努
め
る

よ
う
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

の
協
力
で
、
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
ま
し
ょ
う
。

ご
み
の
焼
却
は
法
律
や
条
例
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

ご
み
の
焼
却
は
煙
で
人
に
迷
惑
を

掛
け
る
だ
け
で
な
く
環
境
に
も
害
を

与
え
る
た
め
、
法
律
や
条
例
で
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
排
出
さ
れ
る
二
酸

化
炭
素
は
、
地
球
温
暖
化
を
引
き
起

こ
す
原
因
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ご
み
は
燃
や
さ
ず
、
正
し
く
分
別

し
適
切
に
処
分
し
ま
し
ょ
う
。

※
ご
み
の
焼
却
は
廃
棄
物
の
処
理
及

び
清
掃
に
関
す
る
法
律
に
よ
り
罰

せ
ら
れ
、
行
為
者
は
５
年
以
下
の

懲
役
も
し
く
は
１
千
万
円
以
下
の

罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

ス
プ
レ
ー
缶
は
正
し
く

取
り
扱
い
ま
し
ょ
う

ス
プ
レ
ー
缶
に
よ
る
事
故
や
火
災

が
増
え
て
い
ま
す
。

本
市
で
は
ス
プ
レ
ー
缶
を
捨
て
る

際
の
穴
あ
け
は
不
要
で
す
。
捨
て
る

と
き
に
は
中
身
を
使
い
切
る
か
ガ
ス

を
抜
い
た
上
で
ビ
ン
、
缶
類（
資
源
物

Ａ
）で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ス
プ
レ
ー
缶
は
便
利
で
生
活
に
欠

か
せ
な
い
も
の
で
す
が
、
取
り
扱
い

や
処
分
の
仕
方
を
誤
る
と
火
災
の
原

因
と
な
り
大
変
危
険
で
す
。
特
に
寒

い
季
節
は
、
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
を
使

う
機
会
が
増
え
て
き
ま
す
。
正
し
い

取
り
扱
い
で
事
故
や
火
災
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

12
月
１
日
、
大
阪
市
で
合
志
市
ふふ
市市
ふ
市
ふふふふふ

る
さ
と
大
使
の
谷
山
佳
菜
子
さ
んん
の
ん
の
ん
のの
ん
ののののののの

プ
ロ
ボ
ク
シ
ン
グ
デ
ビ
ュ
ー
戦
が
行行行行行行行行行行行行行行

な
わ
れ
ま
し
た
。

キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ
か
ら
ボ
ク
シ

ン
グ
に
転
向
し
て
の
初
戦
。ス
マ
リ
ー
・

ト
ン
プ
ー
ト
ー
ン
選
手（
タ
イ
）と
バ

ン
タ
ム
級
６
回
戦
を
行
な
い
ま
し
た
。

試
合
で
は
鋭
い
パ
ン
チ
が
飛
び
交

い
ま
し
た
。
相
手
の
隙
を
狙
い
、
常

に
攻
め
の
姿
勢
で
挑
ん
だ
谷
山
さ
ん
。

ノ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
を
奪
い
、
見
事
２
ラ

ウ
ン
ド
１
分
858
秒
で
Ｔ
Ｋ
Ｏ（
テ
ク
ニ

カ
ル
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
）勝
利
を

収
め
ま
し
た
。

試
合
後
、
谷
山
さ
ん
は「
初
戦
で
勝

ち
き
れ
た
こ
と
は
本
当
に
よ
か
っ
た

で
す
。も
っ
と
強
く
な
っ
て
、世
界
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
を
目
指
し
ま
す
」と
闘
志
溢

れ
る
様
子
で
語
り
ま
し
た
。
逆
境
を

乗
り
越
え
、
新
た
に
切
っ
た
ス
タ
ー

ト
。
世
界
一
と
い
う
ゴ
ー
ル
に
向
か
っ

て
、
挑
戦
を
続
け
ま
す
。

谷山　佳菜子さん （32・合生出身）
高校1年で空手を始め、平成22年に極真
会館世界女子空手道選手権大会55㎏級で
２連覇。同年、キックボクサーとしてデ
ビューしたが、平成28年に左膝半月板を
損傷。ボクシングへ転向を決意し、昨年
７月、プロテストに合格。看護師の仕事
を続けながらプロボクサーとしてて活
躍中。合志市ふるさと大使を平成成
27年から務め、ファイトマネーのの
寄附や市のPRも行なっている。

始まる、
  新たな挑戦―

合志市ふるさと大使　谷山佳菜子さん
プロボクシングデビュー戦　ＴＫＯ勝利
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農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を

公
募
し
ま
す

住
宅
用
地
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は

申
告
書
を
提
出
し
ま
し
ょ
う

　
農
業
者
や
地
域
の
声
を
ま
と
め
、

農
地
・
構
造
・
経
営
対
策
を
積
極

的
に
推
進
す
る
農
業
委
員
と
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
公
募
し

ま
す
。
個
人
・
団
体
か
ら
の
推
薦

と
一
般
応
募
を
受
け
付
け
ま
す
。

●
資
格
・
条
件

・ 

原
則
、
本
市
に
住
所
を
有
す
る

こ
と

・ 

農
業
の
識
見
を
有
し
、
農
地
利

用
の
最
適
化
推
進
に
熱
意
が
あ

り
、
積
極
的
か
つ
適
切
に
職
務

を
行
な
え
る
こ
と

・ 

平
日
の
日
中
に
行
な
わ
れ
る
会

議
・
研
修
会
な
ど
に
出
席
で
き
る

こ
と

・ 

法
令
な
ど
に
よ
り
農
業
委
員
、

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
と

兼
職
を
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
こ

と

　
家
屋
の
増
築
や
解
体
、
隣
接
し

た
土
地
を
購
入
し
た
な
ど
、
住
宅

用
地
の
使
用
状
況
に
変
更
が
あ
っ

た
場
合
、
税
金
が
軽
減
さ
れ
る
特

例
の
見
直
し
が
必
要
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
条
例
に
基
づ
き
申

告
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
申
告
が
必
要
な
変
更

・
住
宅
を
新
築
し
た

・
住
宅
用
地
を
取
得
し
た

・
建
物
の
用
途
を
変
更
し
た

　
例
事
務
所
↓
居
宅
　
な
ど

・
住
宅
用
地
の
用
途
を
変
更
し
た

　 

例
敷
地
の
一
部
を
貸
駐
車
場
に

し
た
　
な
ど

・
住
宅
用
地
の
建
物
を
増
改
築
し
た

・
住
居
戸
数
に
変
更
が
生
じ
た

　 

例
敷
地
内
に
新
た
な
住
宅
を
建

築
し
た

　
な
ど

・ 
住
宅
用
地
の
敷
地
面
積
に
変
更

が
生
じ
た

・ 

政
治
、
布
教
活
動
に
利
用
し
な
い

こ
と

・ 

暴
力
団（
構
成
団
体
を
含
む
）の

構
成
員
で
な
い
こ
と

●
業
務
内
容

・ 

農
地
の
権
利
移
動
や
、
農
地
転

用
の
許
認
可
に
関
わ
る
業
務

（
総
会
出
席
は
基
本
的
に
農
業

委
員
、
案
件
に
係
る
担
当
地
区

の
推
進
委
員
）

・
農
業
者
年
金
に
関
わ
る
業
務

・ 

農
地
利
用
の
最
適
化
を
推
進
す

る
業
務
　
な
ど

● 

任
期
　
平
成
31
年
４
月
１
日
か

ら
３
年
間

●
募
集
人
数
　

・
農
業
委
員
　
14
人

　（
う
ち
過
半
数
は
認
定
農
業
者
）

・
最
適
化
推
進
委
員
　
22
人

　 （
区
域
ご
と
に
人
数
設
定
あ
り
）

　 

例
隣
地
を
取
得
し
敷
地
を
広
げ

た
　
な
ど

・ 

住
宅
用
地
内
の
建
物
の
一
部
ま

た
は
全
部
を
取
り
壊
し
た

●
申
告
期
限

　 

変
更
が
あ
っ
た
年
の
翌
年
の
１

月
31
日
ま
で

※ 

申
告
書
は
税
務
課
窓
口
に
あ
り

ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。

※ 

固
定
資
産
税
は
毎
年
１
月
１
日

の
現
況
に
基
づ
い
て
課
税
さ
れ

ま
す
の
で
、
特
例
が
適
用
・
変

更
さ
れ
る
の
は
申
告
の
あ
っ
た

翌
年
度
か
ら
で
す
。

●
申
告
書
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　
税
務
課

　
固
定
資
産
税
班

　（
合
志
庁
舎
）

　
☎（
２
４
８
）１
１
１
４

※ 

両
方
の
委
員
に
推
薦
・
応
募
で

き
ま
す
が
、
委
員
を
兼
ね
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

※ 

推
薦
・
応
募
後
は
、
関
係
法
令

な
ど
に
基
づ
き
評
価
選
考
し
、

委
員
を
決
定
し
ま
す
。

●
報
酬（
月
額
）

・
農
業
委
員
　
２
１
，
５
０
０
円

・
最
適
化
推
進
委
員
　

　
１
２
，
８
０
０
円

●
推
薦
・
応
募
方
法

　 

推
薦
・
応
募
用
紙
を
お
持
ち
に

な
る
か
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

用
紙
は
農
業
委
員
会
事
務
局
窓

口
で
受
け
取
る
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

て
く
だ
さ
い
。

●
推
薦
・
応
募
期
限 

２
月
６
日
㈬

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
〒
８
６
１
‐
１
１
９
５

　
竹
迫
２
１
４
０

　
農
業
委
員
会
事
務
局

　（
合
志
庁
舎
）

　
☎（
２
４
８
）１
４
８
７

●最適化推進委員が担当する区域
区域 その区域の地域
上庄 上庄上
上庄 上庄下
幾久富 油古閑、二子
栄 中林、後川辺
栄 平島、鹿水
竹迫 上町、下町、横町
竹迫 日向、新迫
豊岡 原口、原口下
豊岡 群
豊岡 黒石原
福原 御領、野付
福原 出分、上古閑、新古閑

御代志 御代志、若原、大池、
東大池

御代志
合生

灰塚、小合志、辻久保、
小池

合生 立割

合生 江良、生坪、弘生、
高木

合生
野々島 黒松、中尾

野々島 本村
野々島 辻、木原野

野々島 外園、湯之端、東、
芝原

野々島
上生 北、城、上生

須屋 新開、東須屋、黒石、
黒石団地

⬇

⬇
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職種 採用
人数 勤務先 勤務日数・勤務時間 報酬 資格など 申し込み

問い合わせ先

介護認定
訪問調査員 ２人

合志庁舎

月15日程度
8：30～17：15

日額
7,200円

・ 看護師、保健師、
介護支援専門員
いずれかの資格
か介護認定調査
の経験を有する
人

・普通自動車免許

高齢者支援課
介護保険班
（合）

☎248-1102

訪問栄養士 2人 月15日以内
8：30～17：15

日額
7,520円

・管理栄養士
・普通自動車免許

保険年金課
保険年金班
（合）

☎248-1275

総合センター
受付事務員 1人 ヴィーブル 月14日

8：30～17：15
日額

5,910円
パソコンの基本的
な操作ができる人

生涯学習課
生涯学習班
(ヴ）

☎ 248-5555

三つの木の家
指導員及び
管理員

1人 三つの
木の家

月16日（業務の都
合により夜勤・宿
直あり）

8：30～17：15

月額
140,700円

パソコンの基本的
な操作ができ、講
座などの企画に熱
意のある人

受付事務
及び管理員 1人 泉ヶ丘市民

センター

月12日
（祝日勤務あり）
8：30～17：15

日額
5,910円

なし

総合センター
管理員 1人 ヴィーブル

週5日火～日
（交代制）

昼 8 ：30～17：15
夜17：00～22：15

月額
95,890円

市民センター
管理員 各1人

野々島・須屋・
黒石市民
センター

週4日程度（週29
時間未満）火～日
（交代制）

昼 8 ：30～17：15
夜17：15～22：15

月額
92,910円

職種 採用
人数 勤務先 勤務日数・勤務時間 報酬 資格など 申し込み

問い合わせ先

乳幼児健診、
育児相談
スタッフ

１人
程度

泉ヶ丘市民セン
ター、ふれあい
館、ヴィーブル

月1日程度
8：30～ 17：15
のうち 4時間

日額6,400円 保健師または
助産師免許　

健康づくり推進課
健康推進班
（ヴ）

☎248-1173

２人
程度 日額5,200円 看護師免許

１人
程度 日額5,200円 管理栄養士免許

乳幼児健診
スタッフ

２人
程度

泉ヶ丘市民セン
ター、ふれあい

館

月1日程度
12：30～ 17：15
のうち 4時間

日額5,200円 歯科衛生士免許

妊婦・産婦・
赤ちゃん訪
問スタッフ

１人
程度 合志市内

8：30～ 17：15
※勤務時間内で
月10件程度訪問。
（件数は相談可）

訪問1件あたり
3,000円

・保健師または
　助産師免許
・普通自動車免許

平成 31年度
合志市非常勤・臨時職員募集

　２月４日㈪までに申込書（各問い合わせ先にあり）・写真付き履歴書・
資格証明書などの写しを提出してください。書類審査と面接により選
考します。業務内容、加入保険は各問い合わせ先にお尋ねください。
※勤務日・勤務時間は業務の都合により変更になる場合があります。
（合）…合志庁舎　　（ヴ）…ヴィーブル非常勤職員

臨時職員
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職種 採用人数 勤務先 勤務日数・勤務時間 報酬 資格など

学校教育活動指導員 ３人程度

市内各
小・中学校

週5日（週29時間未満）以内で
学校長が指定した日
8：30～ 15：15

日額
9,000円 教員免許

教育介護補助員B ２人程度 日額
7,200円

介護職員初任者研修修了者、
介護職員実務者研修修了者、
介護福祉士などの介護資格
または看護師免許、保育士
免許のいずれか

学校用務員 ２人程度 月額
89,610円

・市内に住所を有する人
・普通自動車運転免許　

学校司書 １人程度 日額
5,910円 司書資格

フッ化物洗口
実施補助員 ２人程度

学校教育課、
市内各小・
中学校

週5日（週29時間未満）以内
8：30～ 15：15

※日によって業務時間の変動あり。

日額
7,120円

・歯科衛生士免許　　　
・普通自動車運転免許　

職種 業務内容 採用人数 勤務先 勤務時間・日数 報酬

学校給食
調理員

学校給食調理、野菜洗浄・
裁断、食器などの洗浄、
食材点検、清掃など

10人
程度

市内小中学
校給食室ま
たは学校給
食センター

月15日以内
8：15～ 16：15

（勤務場所により15分程度
異なります）

時給830円
※４月から増額予定。

職種 採用人数 勤務先 任用期間 勤務時間 賃金

選挙準備の事務補助など ２人程度

合志庁舎　他
３月中旬
～４月下旬

8：30～ 17：15
※選挙期間中のみ土日祝日勤務あり。 時給763円

( 土日祝日は
1,030円 )期日前投票所受付事務など ６人程度

8：00～ 20：00( 交代制 )
※ 土日祝日勤務あり。勤務時間は
相談により変更可。

平成 31年度
教育委員会関係
非常勤職員募集

学校給食調理員
非常勤職員募集

選挙事務
臨時職員募集

　２月８日㈮までに申込書・指定する様式の写真付き履歴書（いずれも学校教育
課窓口にあり）・資格証明書などの写しを提出してください。書類審査と面接に
より選考します。
※ 勤務日・勤務時間は業務の都合により変更になる場合があります。労働者災
害補償保険もしくは非常勤職員公務災害補償と健康保険に加入します。

●申し込み・問い合わせ先　学校教育課　学務指導班（合志庁舎）
　　　　　　　　　　　　　☎２４８－２３６６

　申込書 (学校給食センターにあります )・写真付き履歴書を提出してください。
資格などは必要ありません。書類審査と面接により選考します。
※雇用保険に加入。
●申し込み・問い合わせ先
　幾久富 1290　学校給食センター
　☎２４８－２１０２

　４月に執行予定の統一地方選挙のため、臨時職員を募集します。履歴書を郵
送するか窓口へお持ちください。
●申し込み・問い合わせ先
　〒 861-1195　竹迫 2140　選挙管理委員会事務局（合志庁舎総務課内）
　☎２４８－１１１２

急募
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入賞した皆さん

公徳杯で優勝した皆さん 入賞した原田さん 合志道場の皆さん

合志道場　団体初優勝
熊日学童オリンピックテコンドー

２大会で熱戦を展開
真心館少年柔道クラブ

少林寺拳法熊本東スポーツ少年団
県大会で大活躍

　９月23日、宇城市で熊日学童オリンピックテコン
ドーが開催されました。
　県内の各道場から78人が参加する中、キョルギ（組
手）団体戦部門で合志道場が見事優勝しました。決勝
では先鋒・中堅・大将戦の３戦全てで勝利。団体戦で
は初めて優勝を手にしました。出場した選手たちは「来
年も優勝できるよう頑張ります」と今後の抱負を力強
く語りました。

（合志小学校３年）、甲斐泰成（西合志東小学校３年）　

小学生高学年の部　１位　前田愛心（合志南小学校５
年）、前田悠希（合志南小学校４年）、古田佑真（合志南
小学校６年）、田原逢乃（合志南小学校４年）、藤川真
輝（南ヶ丘小学校４年）、藤川日葵（合志南小学校４年）

　10月28日、熊本市で第10回公徳杯少年少女柔道大
会が開催され、真心館少年柔道クラブが稽古の成果を
発揮。男子の部で優勝、女子の部で３位に輝きました。
　11月４日に錦町で開催された第24回錦町ふるさと
祭り少年柔道大会では、２年生男女混合の部で同ク
ラブの原田俊大さん(西合志中央小学校２年)が３位入
賞。原田さんは「３位を取れて嬉しいです。練習を頑
張ってもっと強くなりたいです」と話しました。

　11月4日、玉名市で2018年度県少林寺拳法スポー
ツ少年団交流大会が開催され、少林寺拳法熊本東ス
ポーツ少年団(庭田孝男所属長)のメンバーが活躍しま
した。単独演武中学生有段の部１位の藤川さんは「香
川県で行なわれる全国中学生大会に向けて頑張りま
す」と目標を語りました。戦績は次のとおりです。

●単独演武　小学生高学年白帯の部　１位　藤川真輝
（南ヶ丘小学校４年）　２位　藤川日葵（合志南小学校
４年）　小学生緑帯５級の部　３位　甲斐泰成（西合志
東小学校３年）　小学生緑帯４級の部　３位　前田悠
希（合志南小学校４年）　中学生有段の部　１位　藤川
敬徳（合志中学校２年）

●組演武　小学生緑帯の部　１位　甲斐泰成（西合志
東小学校３年）　２位　前田愛心（合志南小学校５年）、
前田悠希（合志南小学校４年）　小学生茶帯の部　１位
　古田佑真（合志南小学校６年）

●団体演武　小学生低学年の部　１位　フェデリコ拓
海（西合志東小学校３年）、フェデリコ直輝（西合志東
小学校１年）、白井奏汰（合志小学校３年）、林田莉空
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１、２の掛け声に合わせて餅つき

子どもから高齢者までふれあい
永江団地文化祭

　11月４日、永江ふれあいセンターで永江団地文化
祭が行なわれました。
　地域の人たちの裁縫や木工品、写真などの作品展示
が行なわれ、訪れた人は興味深く鑑賞していました。
屋外では子ども餅つき大会や新米のすくい取り、警察
車両の展示なども実施。子どもが餅をつく様子に「上
手、上手」と声が上がるなど、子どもから大人まで楽
しみながら交流を深めました。

入賞した皆さん

小中学生の考えるきっかけに
税に関する作品の表彰

　11月13日、ユーパレス弁天で税に関する作品表彰式
が開催されました。結果は次のとおりです。
●作文の部　熊本県納税貯蓄組合連合会会長賞　佐々
木星奈（合志中学校３年）、菊池税務署長賞　木庭歩海
（合志中学校３年）、菊池地区納税貯蓄組合連合会会長
賞　石田雅（合志中学校３年）、吉村光平（合志中学校３
年）、菊池地区租税教育推進協議会会長賞　田中美怜（合
志中学校３年）、●書道の部　合志市長賞　島津聖心（西
合志南小学校4年）、菊池小売酒販組合理事長賞　中川
千裕（西合志東小学校３年）

にぎやかな食事になりました

東部地区で開催
シングルシルバーふれあいのつどい
　11月６日、みどり館で東部地区シングルシルバーふ
れあいのつどいが開催されました。
　これは、一人暮らしの高齢者がお互いの交流を深め
ながら楽しいひとときを過ごしてもらうことを目的
に、民生児童委員協議会が行なっています。ことしは
63人が参加し、体と頭を使ったちょこっと体操や保育
園児との交流、民生委員による出し物などを楽しみま
した。

100歳おめでとうございます

　12月に満100歳を迎えた中村タケさんに、市長か
らのお祝い状とお祝い金が贈られました。

中村　タケさん
大正７年12月15日生
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訪れた人は熱心に作品を鑑賞しました古着などのフリーマーケットを楽しむ来場者の皆さん

笑顔あふれるグルメマルシェ息をのむ取組に会場は大盛り上がり

思いを込めた作品展示とステージ発表
第12回 合志市文化祭

身近なエコから始めよう
合志市エコまつり

地域の中でつながりを深める
ふれあいフェスティバル2018

迫力満点の取組
平成30年冬巡業大相撲合志場所

　11月17 ～ 18日、ヴィーブルで市文化協会主催の
第12回市文化祭が開催され、約3,000人が来場しま
した。
　ステージ部門では子どもたちをはじめ出演者の歌や
踊りなどの演技に、温かい拍手が鳴りやまず響きまし
た。展示部門では多彩な作品が並び、鑑賞した人は「作
品のレベルが毎年向上していて素晴らしいです」と感
激していました。

　11月17日、ヴィーブルで市エコまつりが開催され
ました。
　これは、市内の企業や環境ボランティア団体で構成
されている市エコまつり実行協議会が開催しているイ
ベントです。当日は約1,500人が訪れ、エコやリサイ
クルについて、スタンプラリーや体験学習を通して学
びました。来場者からは「知らないことを学べて楽し
かった」といった感想が聞かれました。

　11月18日、ふれあい館でふれあいフェスティバル
2018が開催されました。
　ステージではこのみ坂保育園児による和太鼓演奏や
フリーアナウンサーの岡本安代さんによる講演会が行
なわれました。木工体験などの体験マルシェ、ボラン
ティア団体手作りのカレーやからあげなどのグルメマ
ルシェも行なわれ、親子連れなどでにぎわい、地域の
人同士でのふれあいの場となりました。

　12月9日、ヴィーブルで平成30年冬巡業大相撲合
志場所が開催されました。合志市では初開催となる大
相撲の巡業は、約3,300人の観客が来場。
　観客は普段テレビの前で見る力士の大きさを間近で
感じ、目の前で繰り広げられる取組の迫力に圧倒され
ました。握手会など力士とのふれあいも楽しんだ他、
本場所では見られない初切や相撲甚句などの見世物で
は、笑い声や歓声が響いていました。
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確定申告書などにはマイナンバーの記載が必要です

にマイナンバーの記載が必要です。
　マイナンバーを記載した申告書などを税務署へ提
出する際には、申告者本人の本人確認書類の提示ま
たは写しの添付が必要です。
≪本人確認書類の例≫
　例１　マイナンバーカード
　例２　 通知カード＋運転免許証または公的医療保

険の被保険者証など

配偶者控除、配偶者特別控除の
適用要件が変わりました
配偶者控除の改正点
・ 合計所得金額が1,000万円を超える人は、配偶者
控除が適用できなくなりました。

・ 合計所得金額が900万円を超え1,000万円以下の
人の控除額が改正されました。

配偶者特別控除の改正点
・対象となる配偶者の合計所得金額の上限額が76
万円未満から123万円以下に変更されました。

・控除額が改正されました。

いつでもどこでもスマホで申告
　国税庁ホームページの確定申告書等作成コーナー
では、スマートフォンでもｅ－Ｔａｘを使って所得
税の確定申告書の作成ができます。事前に税務署で
ＩＤとパスワードを取得してください。ｅ－Ｔａｘ
で申告すれば源泉徴収票などの添付書類の提出が不
要で、申告書の控えはスマートフォンに保存できま
す。

医療費控除には医療費控除の明細書の
添付が必要です
　医療費控除を受けるときは「医療費控除の明細書」
の添付が必要です。医療費の領収書（医療費通知に
係るものを除く）を添付・提示する必要はありませ
んが、後日、提出や提示を求めることがあります。
確定申告期限から５年間、自宅などで保管してくだ
さい。

詳しくは国税庁ホームページ(http://www.nta.
go.jp/)をご覧になるか、菊池税務署にお尋ねくだ
さい。

準備はお早めに
確定申告期間が近づいています

●問い合わせ先　菊池税務署　
☎ 0968-25-2121（※自動音声案内）

▼
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４
８
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４

事
業
者
は
提
出
を
忘
れ
ず
に

償
却
資
産
の
申
告
は
１
月
31
日
㈭
ま
で
で
す

償
却
資
産
と
は
固
定
資
産
税
の
課
税
対

象
の
一
つ
で
、
会
社
や
個
人
で
工
場
・
商

店
・
農
業
な
ど
を
経
営
し
て
い
る
人
や
、

駐
車
場
・
ア
パ
ー
ト
な
ど
を
貸
し
付
け
て

い
る
人
が
、
そ
の
事
業
の
た
め
に
所
有
し

て
い
る
構
築
物
や
機
械
、
器
具
、
備
品
な

ど
の
こ
と
で
す
。

償
却
資
産
を
お
持
ち
の
事
業
主
は
、
毎

年
１
月
１
日
現
在
の
所
有
状
況
を
償
却
資

産
の
所
在
す
る
市
町
村
長
に
申
告
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。（
地
方
税
法
第
３
８
３

条
）

●
特
殊
自
動
車
は
固
定
資
産
税
の
償
却
資

産
ま
た
は
軽
自
動
車
と
し
て
申
告
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
耐
用
年
数
が
１
年
未
満
の
資
産
や
取
得

価
格
が
10
万
円
未
満
の
資
産
で
、
規
定

に
よ
り
損
金
算
入
さ
れ
た
も
の
な
ど
は

申
告
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

●
太
陽
光
発
電
設
備（
10
kw
以
上
）は
償

却
資
産
と
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
告
書
は
昨
年
12
月
に
送
付
し
て
い
ま

す
。
新
た
に
事
業
を
始
め
た
場
合
な
ど
、

必
要
な
人
に
は
送
付
し
ま
す
の
で
ご
連

絡
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い
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業種 償却資産の例

各業種
共通

パソコン、コピー機、電話機、
テレビ、エアコン、応接セット、
駐車場・構内の舗装路面など

農・畜産
業

ビニールハウス、水田ハロー、
管理機、乗用装置のない農耕用
耕作機械など

不動産・
賃貸業

外構工事、庭園工事、受変電設
備、屋外に敷設されたガス・上
下水道埋設管、ゴミ置場など

製造業
外構工事、フェンス、街灯、庭
園工事、緑化施設、製造用設備・
機械、受変電設備など

建設業
ブルドーザーなどの大型特殊自
動車（小型特殊自動車などの軽
自動車税の対象は除く）、プレ
ス機など

業種 償却資産の例

卸売・
小売業

陳列台、ショーケース、レジス
ター、冷凍・冷蔵設備、店内放
送設備、自動販売機など

飲食業
家具、厨房用品、冷凍冷蔵庫、
照明設備、ガスレンジ、カラオ
ケ機器など

理容・
美容業

理容・美容器具、椅子、洗面設
備、パーマ器、ドライヤー、消
毒殺菌機など

医（歯）業
レントゲン装置、歯科診療ユ
ニット、ファイバースコープ、
給食用厨房器具など

※ 詳しくはお尋ねになるか、市ホームペー
ジをご覧ください。

2019 広報こうし１月15



　平成30年分の所得税の確定申告は2月18日㈪から3月15日㈮までです。
　例年、申告期限前は窓口が混雑しますので、申告が必要な人は必要書類などを事前に確認し、余裕を持っ
て準備してください。なお、確定申告期間中、菊池税務署の他に市役所でも申告会場を開設しています。

 ■所得税の確定申告が必要な人 
・ 事業をしている人や不動産収入のある人、土地や建物など
を売った人で、平成 30年分の所得合計が、基礎控除、配
偶者控除などの所得控除の合計額を超える人
・給与所得者で、次のいずれかに当てはまる人
① 給与の年間収入が 2,000 万円を超える人
②２カ所以上から給与を受けている人
③給与所得以外の所得が 20万円を超える人

※ 給与所得者などで、給与などから源泉徴収税額がある人は、
所得控除の追加などの申告をすると所得税の一部が返って
くる場合があります。詳しくは国税庁のホームページをご
覧ください。(http://www.nta.go.jp)

 ■市県民税申告が必要な人 
平成 31年 1月 1日現在、市内に居住し次のいずれかに当て
はまる人
① 平成 30 年分の課税所得があるが、確定申告の必要がない
人（給与所得以外の所得が 20万円以下の人など）
② 平成 30 年分の課税所得はないが、所得証明や非課税証明
などが必要な人
③ 国民健康保険に加入している人で、年末調整や確定申告を
していない人
④ 市外の人（単身赴任など）の扶養となっている人　など
※ 税務署に確定申告をした人や、平成 30年分の所得が給与
所得だけで、年末調整が済んでいる人は申告の必要があり
ません。
※ 確定申告が不要でも、扶養親族などの追加をする人は市県
民税の申告が必要です。

申告に必要なもの
① 収入や必要経費を集計した書類（給与・
年金の源泉徴収票、報酬・謝金などの支
払調書、収支内訳書など）
② 各種控除を証明できる書類（国民健康保
険税・介護保険料・社会保険料・寄付金
の領収書や、生命保険料・小規模企業共
済等掛金・国民年金保険料・地震保険料
などの控除証明書、医療費控除の明細書
または領収書）
※ 国民年金保険料の控除の申告は、日本年
金機構から送付された証明書が必要で
す。
③ 認め印、金融機関などの口座番号が分か
るもの
④ マイナンバーカードまたは通知カードと
身分証明書（運転免許証など）
※ 市の会場で申告する場合は上記のコピー
が必要です。
⑤ 税務署から確定申告のお知らせハガキが
送付されている人はそのハガキ

申告をしないままでいると
　平成 30年中の所得の確定ができないた
め、保育所入所・公営住宅入居などの手続
きに必要な市県民税の各種証明書が発行で
きなくなることがあります。また、国民健
康保険税、介護保険料、後期高齢者医療保
険料の適正な算定ができません。

■確定申告のご相談は確定申告電話相談センターへ
　１月 16日㈬～３月 15日㈮まで、確定申告電
話相談センターを開設し、所得税・消費税・贈与
税の確定申告に関する相談に応じています。菊池
税務署の電話音声案内で０番を選択してくださ
い。
※ 時間帯によってはつながりにくいことがありま
す。

●問い合わせ先　菊池税務署
　☎ 0968-25-2121
　※自動音声２番
　国税庁ホームページ
　http://www.nta.go.jp

※ 移転前の庁舎は改修工事のため閉鎖していま
す。

■確定申告受付日程（菊池税務署）

菊池税務署からのお知らせ

期　　　　日 2月 18日㈪～ 3月 15日㈮
（土日を除く）

時　　　　間 午前 9時～午後 4時

会　　　　場
菊池税務署仮庁舎
菊池市役所七城支所
（菊池市七城町甲佐町 74-1）

確定申告・市県民税申告はお早めに 2月18日（月）～3月15日（金）

・公的年金などの収入がある人の申告
※ 公的年金などの収入金額が 400 万円以下であ
り、かつ、公的年金などに係る雑所得以外の所
得金額が 20万円以下の場合、所得税の確定申
告は必要ありません（市県民税の申告は必要な
場合があります）。ただし、このような場合でも
所得税の還付を受けるための確定申告書を提出
することができます。

162019 広報こうし１月



■市の申告会場に関する注意事項
・申告はできるだけ地区指定日にお願いしま
す。地区指定のない日は毎年大変混雑し、長
時間お待たせする場合があります。

・申告会場は全て午前８時 30分頃から番号札
を配布します。

・確定申告書にはマイナンバー（個人番号）の
記入が必要なため、マイナンバーカードの
表面と裏面の写し、または通知カードの写し
と運転免許証など身分証明書の写しが必要で
す。

確定申告・市県民税申告受付・相談日程表

■市の申告会場では受け付けることができない申告
以下については税務署での申告をお願いします。
・住宅ローン控除を初めて申告する人
・青色申告、消費税、贈与税の申告
・譲渡所得（土地・建物など、株式）の申告
・免税牛所得がある場合の申告
・配当、FX取引などによる所得がある場合の申告
・先物取引所得がある場合の申告
※詳しくは税務署にお問い合わせください。

●問い合わせ先　税務課市税班（合志庁舎）　☎248-1114

受付時間 午前の部：９時～ 11時　   午後の部：１時～４時

会　　場
合志庁舎 泉ヶ丘市民センター 御代志市民センター 須屋市民センター
地区名 地区名 地区名 地区名

２月１８日㈪ 群　桜路　桜和の丘 榎ノ本　九州沖縄農研
陽光台

２月１９日㈫ 黒石原　西沖住宅
ファーストプレイス合志 黒石　東須屋

２月２０日㈬ 武蔵野台 みずき台　南陽

２月２１日㈭ 杉並台 新開

２月２２日㈮ 杉並台　ポレスター光の森 県営住宅　堀川　南須屋

２月２５日㈪ 泉ヶ丘 須屋

２月２６日㈫ 泉ヶ丘 須屋

２月２７日㈬ 泉ヶ丘　すずかけ台 上須屋　

２月２８日㈭ すずかけ台 上須屋　

３月　１日㈮ すずかけ台 西須屋団地　黒石団地

３月　４日㈪ 永江団地 黒石団地

３月　５日㈫ 永江団地　沖野台　笹原 若原

３月　６日㈬ 出分　新古閑　上古閑　御領　
野付 御代志　南原住宅

３月　７日㈭ 新迫　日向　上町　横町　下町
竹迫住宅　合志中央団地

大池　東大池　木原野
ユトリック団地

３月　８日㈮ 二子　油古閑　原口　原口下　
平島

外園　湯之端　くぬぎヶ丘団地
中尾　芝原　東　城

３月１１日㈪ 上庄　鹿水 上生 北　本村　辻　小池 

３月１２日㈫
中林　後川辺　栄住宅
栄温泉団地　新栄温泉団地
山下団地

小合志　高木　江良　合生住宅
灰塚

３月１３日㈬ 地区指定なし受付 黒松　辻久保　弘生　生坪
立割　桑木鶴団地

３月１４日㈭ 地区指定なし受付 地区指定なし受付

３月１５日㈮ 地区指定なし受付 地区指定なし受付

須屋市民センターの
駐車場は、建物右奥
のグラウンドをご利
用ください。

２月18日～３月５
日は合志庁舎での受
け付けはしていませ
ん。

今まで西合志庁舎で
行なっていた申告会
場が御代志市民セン
ターに変わりますの
で、ご注意ください。
駐車場は、西合志庁
舎の駐車場をご利用
ください。（図書館
の駐車場の利用はご
遠慮ください）
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私
は
世
の
中
に
は「
男
性
」と「
女
性
」

か
い
な
い
と
、
以
前
は
信
じ
て
い
ま

し
た
。
男
性
は
男
性
ら
し
い
行
動
を

し
、
女
性
に
関
心
を
持
つ
。
女
性
は
女

し
ら
し
い
行
動
を
し
、
男
性
に
関
心
を

性
つ
。
こ
の
こ
と
が
正
常
で
あ
り
、
そ

持
に
当
て
は
ま
ら
な
い
も
の
は
異
常
で

こ
る
と
、
日
本
で
は
長
い
間
考
え
ら
れ

あ
き
ま
し
た
。
私
も
そ
う
思
っ
て
い
ま

て
た
。

し
し
か
し
研
修
会
に
参
加
す
る
機
会
を

て
、
そ
う
で
は
な
い
人
が
存
在
す
る

得
学
び
ま
し
た
。
次
の
よ
う
な
人
た
ち

と
す
。
レ
ズ
ビ
ア
ン（
女
性
の
同
性
愛

で
）、
ゲ
イ（
男
性
の
同
性
愛
者
）、
バ

者
セ
ク
シ
ュ
ア
ル（
両
性
愛
者
）、
ト
ラ

イ
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
（
身
体
の
性
は
男
性

ン
も
、心
の
性
は
女
性
と
い
う
よ
う
に
、

で
体
の
性
と
心
の
性
に
違
和
感
の
あ
る

身
や
、
心
の
性
に
沿
っ
て
生
き
た
い
と

人
む
人
た
ち
）で
す
。
こ
の
よ
う
な
人

望

た
ち
は
、
人
口
に
占
め
る
割
合
が
少少
な

い
こ
と
か
ら
、
性
的
少
数
者
と
言
わわ
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

私
は
以
前
、
学
校
に
勤
め
て
い
まま
し

た
。
学
校
の
施
設
は
ト
イ
レ
、更
衣
室室
、

制
服
な
ど
完
全
に
男
女
で
区
分
さ
れれ
て

い
ま
す
。
学
校
内
で
は
男
女
別
に
行行
動

す
る
こ
と
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
こ
と
に
何
の
疑
問
も
持
っ
て
い
まま
せ

ん
で
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
調
査
か
ら
、
人
口
の
約

８
％
は
性
的
少
数
者
と
推
定
さ
れ
る
そ

う
で
す
。
性
的
少
数
者
に
と
っ
て
はは
、

学
校
と
は
、
大
変
生
活
し
に
く
い
場場
所

で
は
な
か
っ
た
か
と
反
省
し
て
い
ま

す
。性

的
少
数
者
の
皆
さ
ん
は
、
病
気気
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
生
ま
れ
た
と
き
か
ら

そ
う
い
う
個
性
を
持
っ
て
い
る
そ
うう
で

す
。
育
て
方
な
ど
は
全
く
関
係
あ
りり
ま

せ
ん
。
自
分
に
全
く
責
任
が
な
い
こ
と

で
、
生
き
づ
ら
く
な
っ
た
り
、
ひ
やや
か

さ
れ
た
り
、
不
利
益
を
受
け
た
り
すす
る

こ
と
は
差
別
で
す
。

愛
す
る
合
志
市
を
、
す
べ
て
の
人人
た

ち
が
引
け
目
な
く
伸
び
伸
び
と
活
動動
で

き
る
ま
ち
に
す
る
た
め
に
、
協
力
しし
て

頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

人権擁護委員

上田　一男

な
お
か
つ
仮
想
通
貨
で
の
返
金
と
な
り
、
支

払
っ
た
金
額
の
６
割
の
仮
想
通
貨
で
の
返
金

で
し
た
。
相
談
者
は
安
全
な
仮
想
通
貨
事
業

者
へ
口
座
を
開
設
し
、
送
金
が
完
了
し
ま
し

た
。

　
今
回
の
場
合
、
海
外
事
業
者
と
連
絡
が
取

れ
た
こ
と
か
ら
解
約
で
き
ま
し
た
が
、
連
絡

が
取
れ
な
い
場
合
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
海
外
の
事
業
者
の
場
合
、
為
替
の
変

動
が
あ
り
、
支
払
っ
た
金
額
が
全
額
戻
っ
て

く
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

注
意
点

・
必
ず
儲
か
る
金
融
商
品
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・ 

金
融
商
品
取
引
業
者
は
、
金
融
庁
へ
の
登

録
や
書
面
の
交
付
義
務
が
あ
り
ま
す
。

・ 

連
鎖
販
売
取
引
契
約
の
場
合
は
、
契
約
概

要
書
面
、
契
約
書
面
の
交
付
義
務
が
あ
り

ま
す
。

・ 

連
絡
手
段
が
メ
ー
ル
の
み
と
い
う
の
は
危

険
で
す
。

　
ま
ず
は
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
合
志
庁
舎
２
階

総
務
課
内
）

☎（
２
４
８
）５
４
４
２

相
談
受
付
時
間

平
日

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

知
人
に
持
ち
か
け
ら
れ
た
投
資
話

相
談
事
例

　
高
校
の
同
級
生
か
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
連
絡
が
あ

り
、
久
し
ぶ
り
に
会
う
こ
と
に
な
っ
た
。
　

　
海
外
の
事
業
者
へ
の
投
資
話
を
持
ち
か
け

ら
れ
、
断
り
き
れ
ず
承
諾
し
た
。
投
資
を
す

れ
ば
配
当
が
入
り
、
知
人
を
紹
介
す
れ
ば
紹

介
料
も
入
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

　
消
費
者
金
融
３
社
を
ま
わ
り
90
万
円
を
借

り
入
れ
た
。
事
業
者
へ
の
投
資
は
仮
想
通
貨

で
行
な
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
円
を
仮
想

通
貨
に
替
え
て
送
金
す
る
手
続
き
は
同
級
生

に
頼
み
、
お
金
を
渡
し
た
。
そ
の
後
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
本
人
登
録
な
ど
の
必
要
な

手
続
き
を
行
な
い
、
Ｉ
Ｄ
や
パ
ス
ワ
ー
ド
を

付
与
さ
れ
た
。

　
借
金
し
た
こ
と
が
不
安
で
両
親
に
相
談
し

た
と
こ
ろ
、
や
め
る
よ
う
言
わ
れ
た
。
解
約

し
た
い
。
　
　
　
　
　
　（
20
歳
代
　
男
性
）

対
応

　
海
外
の
事
業
者
で
あ
る
た
め
電
話
で
の
交

渉
が
で
き
ず
、
メ
ー
ル
の
み
の
や
り
取
り
で

し
た
。
知
人
を
紹
介
す
れ
ば
紹
介
料
が
入
る

と
い
う
こ
と
か
ら
、
連
鎖
販
売
取
引（
マ
ル

チ
商
法
）で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
契
約
書
面

の
交
付
が
な
い
こ
と
か
ら
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
を
メ
ー
ル
で
申
し
出
た
と
こ
ろ
了
承
さ
れ

ま
し
た
。

　
し
か
し
事
業
者
都
合
の
為
替
レ
ー
ト
で
、
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平
成
31
・
32
年
度
の

指
名
願
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

市
が
平
成
31
・
32
年
度
に
発
注

す
る
建
設
工
事
、
測
量
設
計
業
務

関
係
、
役
務
や
物
品
購
入
な
ど
に

関
す
る
、
競
争
入
札
の
参
加
資
格

申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

▼
受
付
期
間

２
月
１
日
㈮
〜
28
日
㈭

※
必
要
書
類
な
ど
、
詳
し
く
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
入
札
・
契
約

情
報
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

管
財
課

契
約
管
財
班

（
合
志
庁
舎
）

☎（
２
４
８
）１
０
４
０

菊
池
広
域
連
合

平
成
31
・
32
年
度
指
名
願

菊
池
広
域
連
合
が
平
成
31
・
32

年
度
に
発
注
す
る
工
事
・
業
務
委

託
・
物
品
購
入
な
ど
の
入
札
に
参

加
を
希
望
す
る
事
業
者
の
指
名
願

を
受
け
付
け
ま
す
。

▼
受
付
期
間

２
月
１
日
㈮
〜
２
月
28
日
㈭

※
必
要
書
類
な
ど
、
詳
し
く
は
菊

池
広
域
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

菊
池
広
域
連
合
事
務
局

総
務
課

☎
０
９
６
８（
３
８
）０
１
７
１

傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か

中
学
生
と
議
会
の
懇
談
会

議
会
報
告
会
を
本
年
度
も
市
内

中
学
生
が
対
象
の
懇
談
会
形
式
で

開
催
し
ま
す
。
中
学
生
と
市
議
会

議
員
が
直
接
対
話
を
す
る
こ
と
で

議
会
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
、

中
学
生
の
柔
軟
な
ア
イ
デ
ア
や
意

見
を
今
後
の
市
政
に
生
か
し
て
い

き
ま
す
。
懇
談
会
は
誰
で
も
傍
聴

で
き
ま
す
。
人
数
に
限
り
が
あ
り

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
と
き

１
月
29
日
㈫

午
後
３
時
30
分
〜
４
時
45
分

▼
と
こ
ろ

合
志
庁
舎

３
階

議
場

▼
問
い
合
わ
せ
先

議
会
事
務
局（
合
志
庁
舎
）

☎（
２
４
８
）２
０
３
８

大
腸
が
ん
の
郵
送
検
診
を

実
施
し
て
い
ま
す

郵
送
検
診
と
は
検
便
を
２
日
分

採
り
、
問
診
票
と
同
封
し
専
用
の

封
筒
で
送
る（
ポ
ス
ト
に
投
函
す

る
）大
腸
が
ん
検
診
で
す
。
約
４
週

間
後
に
検
診
結
果
と
検
診
料
振
込

用
紙
が
届
き
ま
す
の
で
、
コ
ン
ビ

ニ
な
ど
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

▼
対
象

40
歳
以
上
の
市
民
で
、

本
年
度
大
腸
が
ん
検
診
を
受
診

し
て
い
な
い
人

▼
検
診
料

40
歳
〜
69
歳

５
０
０
円

70
歳
以
上

２
０
０
円

▼
受
診
期
限

２
月
15
日
㈮

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
づ
く
り
推
進
課

健
康
推
進
班（
ヴ
ィ
ー
ブ
ル
）

☎（
２
４
８
）１
１
７
３

平
成
30
年
度
成
人
用
肺
炎
球
菌

予
防
接
種
は
お
済
み
で
す
か

本
年
度
の
接
種
対
象
者
へ
は
４

月
に
お
知
ら
せ
を
送
付
し
て
い
ま

す
。
接
種
期
限
は
平
成
31
年
３
月

末
で
す
。
早
め
に
接
種
し
ま
し
ょ

う
。

▼
対
象

本
年
度
に
65
歳
・
70
歳
・

75
歳
・
80
歳
・
85
歳
・
90
歳
・

95
歳
・
１
０
０
歳
に
な
る
人

※
過
去
に
23
価
肺
炎
球
菌
莢
き
ょ
う
膜
ポ

リ
サ
ッ
カ
ラ
イ
ド
ワ
ク
チ
ン

（
ニ
ュ
ー
モ
バ
ッ
ク
ス
Ｎ
Ｐ
）を

接
種
し
た
こ
と
が
あ
る
人
は
対

象
外
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

健
康
づ
く
り
推
進
課

健
康
推
進
班（
ヴ
ィ
ー
ブ
ル
）

☎（
２
４
８
）１
１
７
３

20
歳
に
な
っ
た
ら
加
入

国
民
年
金

国
民
年
金
は
、
老
後
な
ど
を
働

い
て
い
る
世
代
み
ん
な
で
支
え
よ

う
と
作
ら
れ
た
仕
組
み
で
す
。
20

歳
以
上
60
歳
未
満
の
人
は
加
入
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
20
歳

に
な
っ
た
ら
、
忘
れ
ず
に
国
民
年

金
の
加
入
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

老
後
の
た
め
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

国
民
年
金
は
老
後
の
た
め
の
老

齢
年
金
の
ほ
か
、
病
気
や
事
故
で

障
が
い
が
残
っ
た
と
き
の
障
害
年

金
、
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き

の
遺
族
年
金
も
あ
り
ま
す
。
加
入

の
届
出
や
保
険
料
の
納
付
を
忘
れ

る
と
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
必
ず
加
入
し
ま

し
ょ
う
。

学
生
や
収
入
が
少
な
く
保
険
料

の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
保
険

料
の
支
払
い
を
免
除
す
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。
加
入
の
届
出
と
併
せ

て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

保
険
年
金
課（
合
志
庁
舎
）

☎（
２
４
８
）１
２
７
５

熊
本
西
年
金
事
務
所

☎（
３
５
３
）０
１
４
２

誰
か
じ
ゃ
な
い 

自
分
が
動
く

は
た
ち
の
献
血

献
血
者
が
減
少
し
が
ち
な
冬
期

は
、
輸
血
用
血
液
が
不
足
し
や
す

い
季
節
で
す
。
こ
の
た
め
、
１
月

〜
２
月
の
２
カ
月
間
、
成
人
式
を

迎
え
る
は
た
ち
の
若
者
を
中
心
に

広
く
献
血
を
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。特

に
若
い
世
代
で
献
血
を
し
た

こ
と
が
な
い
人
は
、
ぜ
ひ
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

健
康
づ
く
り
推
進
課

健
康
推
進
班（
ヴ
ィ
ー
ブ
ル
）

☎（
２
４
８
）１
１
７
３
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65
歳
以
上
の
人
へ 

障
害
者
控
除

対
象
者
認
定
書
を
交
付
し
ま
す

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
、

65
歳
以
上
で
一
定
の
基
準
に
当
て

は
ま
る
人
に
、
所
得
税
・
住
民
税

の
障
害
者
控
除
を
受
け
ら
れ
る
障

害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
を
交
付

し
ま
す
。
詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

※
す
で
に
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち

の
人
は
、
認
定
書
の
交
付
を
受

け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
申
請
方
法

・
高
齢
者
支
援
課（
合
志
庁
舎
）、

西
合
志
総
合
窓
口
課（
西
合
志

庁
舎
）、
泉
ヶ
丘
支
所
、
須
屋

支
所
に
あ
る
申
請
書
を
窓
口
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま

す
。

・
申
請
者
は
本
人
と
家
族
に
限
り

ま
す
。
本
人
の
介
護
保
険
証
、

申
請
者
の
認
め
印
、
申
請
者
の

本
人
確
認
で
き
る
も
の（
運
転

免
許
証
な
ど
）を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

▼
交
付
開
始
日

１
月
15
日
㈫

▼
注
意
事
項

・
平
成
30
年
12
月
31
日
現
在
、
本

市
に
住
所
が
あ
る
人
が
対
象
で

す
。

・
こ
の
認
定
書
は
平
成
30
年
分
の

申
告
に
限
り
有
効
で
す
。

・
障
が
い
者
と
し
て
の
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
る
証
明
書
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

高
齢
者
支
援
課

介
護
保
険
班

（
合
志
庁
舎
）

☎（
２
４
８
）１
１
０
２

市
見
守
り
模
擬
訓
練
を

開
催
し
ま
す

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
自

分
ら
し
く
い
き
い
き
と
暮
ら
し
続

け
ら
れ
る
よ
う
、
民
生
児
童
委
員

協
議
会
で
は
関
係
機
関
と
連
携
を

し
な
が
ら
地
域
の
見
守
り
活
動
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。

民
生
委
員
児
童
委
員
の
日
頃
の

活
動
や
、
そ
の
中
で
起
こ
り
得
る

さ
ま
ざ
ま
な
事
例
を
基
に
、「
こ

ん
な
と
き
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
」

を
一
緒
に
考
え
る
機
会
を
つ
く
り

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

入
場
無
料
で
す
。

▼
と
き

２
月
20
日
㈬

午
後
１
時
〜
４
時

▼
と
こ
ろ

ヴ
ィ
ー
ブ
ル

文
化
会
館

▼
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課

社
会
福
祉
班

（
合
志
庁
舎
）

☎（
２
４
８
）１
１
４
４

市
社
会
福
祉
協
議
会

地
域
福
祉
課（
ふ
れ
あ
い
館
）

☎（
２
４
２
）７
０
０
７

学
び 

考
え
る
　

認
知
症
啓
発
講
演
会

認
知
症
に
関
す
る
講
話
や
素
晴

ら
し
い
歌
声
を
聴
き
、
ゆ
っ
く
り

と
し
た
時
間
を
過
ご
し
な
が
ら
認

知
症
に
つ
い
て
考
え
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き

２
月
２
日
㈯

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

（
受
付
午
後
１
時
〜
）

▼
と
こ
ろ

ふ
れ
あ
い
館

▼
内
容

①
講
話 

「
伸
ば
せ

健
康
寿
命

〜
認
知
症
と
食
事
〜
」

講
師

合
志
第
一
病
院

管
理
栄
養
士

佐
藤
由
紀
さ
ん

②
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
大
会
２
０
１
８

年
間
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

加
藤
大
知
さ
ん
の
講
話
と
歌

▼
参
加
費

無
料

▼
申
込
方
法

電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限

１
月
25
日
㈮

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
社
会
福
祉
協
議
会

地
域
福
祉
課（
ふ
れ
あ
い
館
）

☎（
２
４
２
）７
０
０
７

親
子
の
絆
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
赤
ち
ゃ
ん
が
き
た
！
」

初
め
て
の
赤
ち
ゃ
ん
を
育
て
て

い
る
人
の
た
め
の
、
仲
間
・
絆
づ

く
り
と
学
び
の
講
座
を
開
催
し
ま

す
。

▼
と
き

２
月
８
日
㈮
、15
日
㈮
、

22
日
㈮
、
３
月
１
日
㈮

午
前
10
時
〜
正
午

▼
と
こ
ろ

ふ
れ
あ
い
館

▼
対
象

市
内
在
住
で
平
成
30
年

９
月
〜
12
月
生
ま
れ
の
第
１
子

を
持
つ
親
の
う
ち
、
４
回
の
講

座
を
受
講
で
き
る
人（
赤
ち
ゃ

ん
と
一
緒
に
参
加
可
）

▼
定
員

先
着
12
人

▼
参
加
費

無
料

（
別
途
テ
キ
ス
ト
代
８
６
４
円
）

▼
申
込
期
限

２
月
４
日
㈪

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
社
会
福
祉
協
議
会

こ
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー

☎（
２
４
２
）７
０
０
８

生活習慣病予防講演会「楽しく簡単にアンチエイジング
～老化物質AGEsをつくりにくい生活習慣とは～」
●と　き　２月23日㈯　午前10時30分～正午
　　　　　　　　　　　 (受付10時～)
●ところ　御代志市民センター　講堂
●講　師　東海大学農学部　永井　竜児教授
※先着100人に無料でAGEs測定を行ないます。

元気の森で健康づくり「ウェルカム元気の森」
運動を始めたい人や楽しく続けたい人向けの講座
「ウェルカム元気の森」に参加してみませんか。
●と　き　２月９日㈯　午前10時～11時
●ところ　元気の森公園
●内　容　子どもから大人まで楽しめる脳トレ体験

●問い合わせ先　ウエルネスシティこうし
　御代志1661-16（御代志市民センター内）　☎288-5629
　営業時間　平日午前９時～午後３時
　（御代志市民センター休館日・土・日・祝日除く）
　ホームページ　http://wellness-koshi.jp/

ウエルネスシティ
　　　こうしだより

第７回
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野々島 2441‐1 ☎ 348‐2626 
ホームページ http://www.u-benten.jp/

ユーパレス
★弁天フリーマーケット出店者募集中

弁天
１月10日㈭

Facebook

●営業時間
温　泉……午前10時～午後11時
プール……休止中
トレーニング室……午前10時～午後９時
（日曜日は午後7時まで）
レストラン…午前11時～午後9時
（平日午後2時30分～5時準備）

回数券の日
１月17日㈭、20日㈰、
      25日㈮

　家庭の不用品をリサイクルしませんか。ロビー開催のた
め雨天時も安心です。買い物にもぜひお越しください。
●と　　き　１月27日㈰　午前11時～午後４時
●出 店 料　１区画1,000円（２ｍ×２ｍ）
　　　　　　先着20区画
●申込期限　１月25日㈮

フェイスブック、インスタグラムなど
SNSでも情報発信中。

土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
く

現
地
調
査
を
実
施
し
ま
す

市
内
の
土
石
流
や
が
け
崩
れ
の

恐
れ
が
あ
る
区
域
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
、が
け
地
や
渓
流
周
辺
で
、

土
地
の
形
状
や
利
用
状
況
に
関
す

る
調
査
を
３
月
末
ま
で
行
な
い
ま

す
。
調
査
の
た
め
、
個
人
の
所
有

地
へ
立
ち
入
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ご
理
解
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
調
査
会
社

サ
ン
コ
ー
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
㈱

▼
問
い
合
わ
せ
先

県
北
広
域
本
部

工
務
課

☎
０
９
６
８（
２
５
）４
２
２
９

起
業
に
必
要
な
知
識
を
習
得

創
業
セ
ミ
ナ
ー

創
業
の
手
法
や
知
識
を
学
ぶ
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き

１
月
23
日
㈬

午
後
３
時
〜
５
時

▼
と
こ
ろ

合
志
庁
舎

防
災
セ

ン
タ
ー

１
階

避
難
所
①

▼
対
象

市
内
で
事
業
を
し
て
い

る
人
、
起
業
に
関
心
が
あ
る
人

▼
定
員

先
着
20
人

▼
申
込
方
法

申
込
用
紙
を
メ
ー

ル
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
用
紙
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。
商
工
振
興
課
窓
口

で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

▼
申
込
期
限

１
月
22
日
㈫

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

商
工
振
興
課

商
工
振
興
班

（
合
志
庁
舎
）

☎（
２
４
８
）１
１
１
５

も
の
づ
く
り
や
体
験
を
楽
し
も
う

わ
く
わ
く
！
パ
レ
ア
フ
ェ
ス
タ

▼
と
き

１
月
26
日
㈯

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼
と
こ
ろ

く
ま
も
と
県
民
交
流

館
パ
レ
ア（
熊
本
市
中
央
区
手

取
本
町
８
‐
９
）

▼
内
容

び
っ
く
り
箱
・
化
石
レ
プ

リ
カ
・
木
工
ス
ト
ラ
ッ
プ
作
り
、

ダ
ー
ツ
・
ロ
ボ
ッ
ト
操
作
・
肥
後

ち
ょ
ん
か
け
ご
ま
体
験
な
ど

※
事
前
申
し
込
み
や
材
料
費
が
必

要
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

県
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

☎（
３
５
５
）４
３
１
２

市
営
南
原
住
宅

入
居
者
募
集

▼
と
こ
ろ

野
々
島
４
４
１
６
‐
９

▼
募
集
戸
数

１
戸（
１
階
）

▼
間
取
り

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

▼
学
校
区

・
西
合
志
中
央
小
・
西
合
志
中

▼
敷
金

家
賃
３
カ
月
分

▼
月
額
家
賃

２
７
，
９
０
０
円

〜
５
４
，
８
０
０
円

※
世
帯
の
所
得
に
応
じ
ま
す
。

▼
駐
車
場

１
，
０
０
０
円
／
月

（
１
世
帯
１
台
ま
で
）

▼
入
居
資
格

・
本
市
に
住
所
が
あ
る
、
ま
た
は

勤
務
先
が
本
市
で
あ
る
人

・
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
い

る
こ
と

・
申
込
者
全
員
の
所
得
合
計
が

月
額
15
万
８
千
円
以
下

・
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い

な
ど

▼
受
付
期
間

１
月
28
日
㈪
〜
２
月
８
日
㈮

午
後
４
時
ま
で

※
土
日
を
除
く
。

▼
抽
選
日
時

２
月
８
日
㈮

午
後
４
時
30
分
〜

▼
抽
選
場
所

合
志
庁
舎

防
災

セ
ン
タ
ー

１
階

避
難
所
③

▼
入
居
可
能
日

３
月
１
日
㈮

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

都
市
計
画
課

建
築
住
宅
班

（
合
志
庁
舎
）

☎（
２
４
８
）３
８
５
５
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統
計
調
査
の
登
録
調
査
員
を

募
集
し
て
い
ま
す

国
勢
調
査
な
ど
各
種
統
計
調
査

に
市
内
で
従
事
す
る
、
統
計
調
査

員
と
し
て
登
録
い
た
だ
け
る
人
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

統
計
調
査
員
と
し
て
登
録
し
た

人
に
は
、
調
査
が
行
な
わ
れ
る
際

に
優
先
し
て
調
査
業
務
を
依
頼
し

ま
す
。
登
録
を
希
望
す
る
人
は
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

企
画
課

企
画
広
報
班

（
合
志
庁
舎
）

☎（
２
４
８
）１
８
１
３

外
国
人
高
校
生
の
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す

外
国
人
高
校
生
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
短
い
受
入

期
間
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
英
語
を
話
せ
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（「
Ａ
Ｆ
Ｓ
熊
本
」で
検
索
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

公
益
財
団
法
人
Ａ
Ｆ
Ｓ
日
本
協

会
熊
本
支
部

牧
治
雄

☎（
３
３
９
）２
５
５
７

警察署
　　だより

今月のひとこと
　新しい1年が始まりました。本年も地
域の安全を守り、皆さんが安心して過ご
せるよう努めます。困り事などがあった
際は、いつでもご相談ください。

熊本北合志警察署　☎３４１－０１１０

犯罪発生状況
（平成30年11月集計）

交通事故状況
（平成30年11月集計）

区分 11月中 累計
北合志署管内 39 380
うち合志市 6 63

主な発生犯罪 車上ねらい、自転車盗など

区分
熊本北合志署管内 うち合志市
11月中 累計 11月中 累計

発生件数 51 375 15 101
死者数 1 3 0 1
負傷者数 70 480 19 142

（単位：件）

（単位：件）

住民の意見を聞く　
熊本北合志警察署協議会
　熊本北合志警察署協議会は、住民の代表
として12人の委員で構成されています。警
察署長が住民の要望や意見を伺い、お互い
に共有した問題に誠実に対応して警察の業
務を改善します。警察署の業務運営への理
解と協力を求める場でもあります。協議会
の活動内容や管内情勢などを北合志だより
として、県警察ホームページに掲載してい
ますので、ぜひご覧ください。

１月10日は110番の日
110番は事件・事故などが発生した際に、緊急通報する専用ダイヤル

です。事件などの早期解決には、警察官がいかに早く現場に到着できる
かが重要です。事件・事故が発生した際は、ためらわず通報してくださ
い。相談や照会など緊急でない用件は警察署や各相談窓口へお電話くだ
さい。
●警察に対する相談全般　　　　　　　☎３８３－９１１０
●振り込め詐欺ホットライン　　　　　☎３８１－２５６７
●運転免許証の更新・紛失などの相談　☎２３３－０１１０
●熊本県暴力追放運動推進センター　　☎３８２－０３３３
●くまもと被害者支援センター　　　 ☎３８６－１０３３

新春企画 菊池地域合同 読者プレゼント
　読者の皆さんへ日頃の感謝を込めて、菊池
地域広報紙の合同企画として各市町の「わがま
ち自慢」をプレゼントします。

●応募期限　１月31日㈭必着

●応募方法　 はがきに次の事項を書いて応募
してください。

・住所　・氏名　・年齢　・電話番号
・希望のプレゼント番号とプレゼント名
・あなたが「広報こうし」でよく見るコーナー

●応募・問い合わせ先
　〒８６１－１１９５(住所不要)
　合志市役所　企画課
　広報読者プレゼント係
　☎２４８- １８１３

プレゼント内容（各２人）
①合志市「クラッシーノ・マルシェ」
　赤大豆の丸ぼうろ（８個入り）
②菊池市　七城のこめ（２㌔）
③大津町　からいも食べ比べセット
　（ほりだしくん2.5㌔＆べにはるか2.5㌔）
④菊陽町「さんふれあ」
　さんさんの湯入浴券（２枚１組）
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第
66
回

ど
こ
か
ら
か
鬼
女
の
出
さ
う
な
紅
葉
山

眞
一
郎

蕭
々
と
横
穴
古
墳
冬
紅
葉

立

身

日
向
ぼ
こ
猫
と
ラ
ジ
オ
を
聞
い
て
を
り

保

子

掃
き
寄
せ
し
落
葉
の
上
に
降
る
落
葉

規

子

雲
も
な
く
晴
れ
て
茶
の
花
日
和
か
な

頼

美

立
冬
の
朝
の
光
を
浴
び
て
を
り

雅

子

竹
林
に
伸
び
く
る
朝
日
冬
に
入
る

恵
美
子

鴨
走
る
湖
の
し
ぶ
き
に
日
の
光

俊

子

騒
が
し
き
声
の
し
て
ゐ
る
落
葉
籠

由
美
子

深
山
路
平
家
の
里
に
木
の
葉
雨

裕

子

隧
道
を
抜
け
て
す
す
き
の
銀
に
会
ふ

た
み
子

銀
杏
の
実
の
落
ち
臭
ふ
ビ
ル
の
街

菱

雲

小
春
日
に
さ
そ
は
れ
て
ゆ
く
湖
畔
か
な

美
代
子

正
義
感
浮
い
て
し
ま
っ
た
貴
乃
花

翠

石

惜
し
ま
れ
て
こ
の
座
を
ゆ
ず
る
心
意
気

順

子

百
分
の
一
秒
の
差
の
銀
メ
ダ
ル

浩

二

自
立
す
る
力
を
阻
む
過
保
護
マ
マ

み
ど
り

手
に
つ
き
し
え
の
ぐ
を
洗
ふ
秋
の
暮

千

秋

天
草
の
秋
の
入
り
日
を
追
ふ
て
旅

千

秋

ト
ラ
ッ
ク
を
乗
り
入
れ
菊
花
展
支
度

ト
ヨ
子

蘆
枯
る
る
風
の
か
た
ち
の
靡
き
ぐ
せ

ト
ヨ
子

友
の
名
を
忘
れ
戸
惑
ふ
落
葉
み
ち

美
よ
し

検
診
を
終
へ
し
安
堵
の
晩
秋
路

美
よ
し

泰
勝
寺
茶
の
花
こ
ぼ
る
野
点
閉
づ

チ
ズ
エ

芋
囲
ひ
被
せ
勤
労
感
謝
の
日

チ
ズ
エ

銀
杏
散
り
牧
舎
へ
夕
日
差
し
込
め
り

ち
づ
え

山
裾
の
翳
り
の
早
し
夕
紅
葉

ち
づ
え

年
経
た
る
公
民
館
の
煤
払
ふ

史

朗

あ
れ
こ
れ
と
迷
ひ
て
釣
り
の
日
記
買
ふ

史

朗

ま
だ
惜
し
い
ハ
ン
ド
ル
握
る
八
十
路
坂

賢

治

冷
蔵
庫
惜
し
ん
で
呉
れ
た
期
限
切
れ

一

郎

惜
し
か
っ
た
舌
打
ち
し
て
る
一
点
差

岳

人

優
勝
を
惜
し
く
も
逃
が
す
パ
ー
パ
ッ
ト

遊

心

収
穫
を
次
の
台
風
待
っ
て
い
る

朝

子

ボ
ロ
ボ
ロ
の
辞
書
に
思
い
出
残
っ
て
る

芳

子

提
案
は
い
い
が
仲
間
に
馴
染
め
な
い

理

石

須
屋
句
会

　井
芹
眞
一
郎

　選

合
志
川
柳
同
好
会

　安
永
理
石

　整
理

仔
馬
句
会

　宮
中
千
秋

　選

黒
石
日
吉
神
社
の
前
に
淵
源
回
顧
の

碑
が
あ
り
ま
す
。
碑
文
は
合
志
義
塾
塾

長
で
あ
っ
た
工
藤
左
一
先
生
に
よ
る
も

の
で
す
。
祖
先
に
よ
る
黒
石
地
区
の
開

墾
の
苦
労
や
子
孫
た
ち
の
功
績
を
た
た

え
、
後
輩
へ
伝
え
よ
う
と
い
う
内
容
で

す
。昭

和
60
年
に
行
な
わ
れ
た
黒
石
建
村

３
５
０
年
祭
の
記
念
講
演
の
中
で
、
郷

土
史
家
の
高
木
盛
義
さ
ん
は「
黒
石
は

日
本
一
を
持
っ
て
い
ま
す
。
日
吉
神
社

の
淵
源
回
顧
の
碑
は
日
本
中
探
し
て
も

ど
こ
に
も
あ
り
ま
せ
ん
」と
語
っ
て
い

ま
す
。
古
く
て

新
し
い
黒
石
地

区
の
貴
重
な
記

念
碑
で
す
。

碑
文
の
一
部

の
訳
文
を
掲
載

し
ま
す
。

●
訳
文（
抜
粋
）

寛
永
13（
１
６
３
６
）年
、
細
川
忠
利

公
が
肥
後
の
国
を
治
め
始
め
た
頃
、
合

志
の
広
い
原
野
の
開
拓
の
た
め
鉄
砲
隊

（
地
筒
）を
組
織
さ
せ
、
黒
石
を
含
む
５

カ
所
に
、
他
所
か
ら
来
た
武
士
を
集
め

て
土
地
を
耕
さ
せ
た
。（
中
略
）

寛
永
13
年
９
月
に
黒
石
日
吉
神
社
を

建
て
た
。
こ
の
地
は
も
と
か
ら
や
せ
た

土
で
、
開
墾
に
は
と
て
も
苦
労
が
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
毅
然
と
し
た
武
士
の

魂
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
こ
の
開
墾
を

成
し
遂
げ
ら
れ
た
。

以
来
、
子
孫
が
長
く
こ
れ
を
受
け
継

い
だ
。
学
問
を
修
め
、
武
術
の
練
習
に

励
み
、（
中
略
）し
ば
し
ば
殿
様
の
お
褒

め
に
あ
ず
か
り
、
尊
敬
さ
れ
重
ん
じ
ら

れ
た
。
世
を
治
め
る
優
れ
た
人
や
女
性

の
模
範
と
な
る
よ
う
な
人
が
大
勢
出

て
、
地
域
が
発
展
し
、
今
の
時
代
に
続

い
て
い
る
。

今
こ
こ
に
、
黒
石
村
が
で
き
て

３
０
０
年
に
あ
た
り
、大
祭
を
行
な
う
。

（
中
略
）現
在
の
栄
え
た
状
況
を
お
祝
い

し
、
こ
こ
に
古
い
話
を
記
録
し
て
、
そ

こ
で
祖
先
の
成
し
え
た
こ
と
を
褒
め
た

た
え
、
後
の
子
孫
に
述
べ
て
告
げ
る
。

先
祖
を
慕
っ
て
、
そ
の
徳
を
述
べ
修
め

る
。

合
志
市
内
の
記
念
碑
⑩

淵え
ん
げ
ん
か
い

え
ん
げ
ん
か
い

源
回
顧ここ

の
碑
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図 書 館 だ よ り

市立図書館ホームページ蔵書検索……http://www.koshi--lib.jp/
携帯電話からの蔵書検索………………http://www.koshi--lib.jp/_m/

QRコード
対応機種で
利用できます

西合志図書館……………………☎242-5555　 泉ヶ丘市市民センター図書館……☎247-1315
ヴィーブル図書館………………☎248-5754

※１・２月の休館日は31ページのお知らせカレンダーをご覧くだささい。

西合志図書館

ヴィーブル図書館

マインドシアター
と　き　１月26日㈯　午後２時～
ところ　集会室
題　名　「バッグス・バニー　イタズラなウサギ」（30分）

おはなし会
と　き　毎週土・日曜日　午後２時～
ところ　おはなしのへや
※１月26日㈯はありません。

赤ちゃんのためのラッコちゃんおはなし会
と　き １月17日㈭　午前11時～（30分程度）
ところ おはなしのへや

おはなし会
と　き 毎週土曜日　午前11時～
ところ おはなしコーナー

着
本

新
新刊お薦め ☆☆☆

一般書

けられてきたしきたり。このしきたり
の由来を知ることは、昔の人たちの生
き方を知り、日本の文化を知ることに

もつながります。さまざまな年中行事に込められた願いや、
神社参拝の作法、季節の言葉や四季折々の歌など…。
　新しい１年が始まったばかりのこの時期、あらためて古き
良き日本の文化を見直してみませんか。

　　辻川　牧子　著
KKロングセラーズ　刊

心が豊かになる
季節のしきたり和のおしえ

　神社を訪れると、狛犬やキツネなど
さまざまな動物の像を見ることができ
ます。これらの動物は神に仕えるもの
と考えられており、姿を現さない神々
の代わりに、ゆかりのある動物が神の

意志を人々に伝えると考えられてきました。
　本書は神使として祭られている54種類の動物の由来やご
利益、動物を大切にあがめている日本全国約162の神社を紹
介しています。身近な神社に意外な動物が祭られていること
に驚くはずです。

　茂木　貞純　監修
二見書房　刊

神社のどうぶつ図鑑

児童書

勉強ってしなくちゃダメ? 齋藤　孝　著
未来の扉をひらく偉人のことば 和田　孫博監　修
そうだったのか！歴史人物なぞのなぞ 楠木　誠一郎　作
天皇と元号の大研究 高森　明勅　監修
聴導犬こんちゃんがくれた勇気 高橋　うらら　著
よくわかる介護の仕事・施設 結城　康博　監修
５分間のサバイバル　２年生 韓　賢東マンガ
空想科学学園　解明！化学のふしぎ編 柳田　理科雄　原作・監修
どんぐりクリスマス おおたき　れいこ　著
５回で折れる季節と行事のおりがみ４ いしかわ　まりこ　作
超オモシロあるなしクイズ 土門　トキオ　作
５分後に癒されるラスト エブリスタ　編
おはなしどうぶつえん さいとう　しのぶ　作・絵
ヒイラギ荘の小さな恋 チャールズ・ディケンズ　作
ざっそう ロアルド・ホフマン　原作
ろーるぱんぶっぶー トモコ=ガルシア　作

世界のかわいい本の街 アレックス・ジョンソン　著
色と性格の心理学 ポーポー・ポロダクション　著
一人になりたい男、話を聞いてほしい女 ジョン・グレイ　著
天災から日本史を読みなおす 磯田　道史　著
47都道府県政治地図 八幡　和郎　著
春・夏・秋・冬どうぶつえん 森　由民　著
帯を切らずにつくれるかんたん作り帯 和らく会　著
ほったらかし掃除術 松橋　周太呂　著
農家が教える自然農法 農文協　編
文豪ストレイドッグス公式国語便覧 佐柄　みずき　著
一生役立つ語彙力の育て方 石黒　圭　著
夏目漱石の明治 小宮　洋　著
永善堂病院もの忘れ外来 佐野　香織　著
龍華記 澤田　瞳子　著
決戦！設楽原 宮本　昌孝　著
ジャック・オブ・スペード ジョイス・キャロル・オーツ　著
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図 書 館 だ よ り

※移動図書館車の貸し出し時間は約20分です。
　早めにお越しください。

移動図書館車巡回
ひまわりどんちゃん号

星空観望会

フルートで贈るおはなし会 　

イルミネーションを楽しみませんか

読書履歴を見てみませんか

移動図書館の事業所巡回を
始めました

●と　き　毎週土曜日
　　　　　午後７時～９時30分
　　　　　（受け付けは９時まで）
●ところ　西合志図書館　天文台
※雨天・曇天の場合は中止します。
　来館前に電話でご確認ください。
●問い合わせ先　西合志図書館

月　日 巡　回　地 時間 月　日 巡　回　地 時間 月　日 巡　回　地 時間

１月16日
(水）

新開区公民館
黒石区公民館
黒石市民センター
農研宿舎駐車場

13:30
14:00
14:30
15:00

１月29日
（火）

南陽区公園前
西須屋団地集会所前
ダイワハウス分譲地入口
県営住宅区５棟前駐車場
堀川公民館横

13:30
14:00
14:30
15:00
15:30

２月６日
（水）

合志中央団地
みどり館
合生文化会館
黒松区公民館
上生区禁酒記念碑前

13:30
14:00
14:30
15:00
15:30

１月22日
（火）

みずき台グラウンド
東須屋区公民館
須屋市民センター
上須屋学習センター
ふれあい館

13:30
14:00
14:30
15:00
15:30

２月５日
（火）

菊香園2号館
くぬぎ園・白鳩園
ケアハウス菊香園

13:30
14:00
14:40

２月13日
（水）

新開区公民館
黒石区公民館
黒石市民センター
農研宿舎駐車場

13:30
14:00
14:30
15:00

●と　き　２月９日㈯　午後２時～３時
●ところ　西合志図書館集会室
●講　師　デュオ・ドレミ
　　　　　（松村　光子さん、吉永　洋子さん）

●申し込み・問い合わせ先　西合志図書館

　西合志図書館の中庭にイルミネーションを設置しました。

館内で読書をしながら窓越しに観賞もできます。ぜびご覧

ください。

●点灯時間 午後５時～９時

●点灯期間 ３月末まで

●問い合わせ先　西合志図書館

　市図書館で借りた本の履歴を、ホームページ
で見ることができるようになりました。窓口で
メールアドレスを登録した人は、どなたでも利
用できます。読書マラソンもご利用できます。
詳しくはお問い合わせください。

●問い合わせ先　市内図書館

　平成29年度から西合志天文台事業に支援い
ただいている合志技研工業株式会社に、昨年
12月から移動図書館（どんちゃん号）が巡回す
るようになりました。

１月の星空

　１月22日㈫の早朝、金星と木星が接近
します。非常に明るい惑星が２つ並んで
いるのが目に留まります。ひときわ明る
いのが金星で、その右下にあるのが木星
です。また赤い１等星のアンタレスも見
えますので、まとめて一緒に色の違いも
楽しみながら眺めてみてください。

参加無料

参加無料
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　4月28日㈰に開催する市民手作りの音楽祭、「ドレミ
の広場」のオープニングコーラス隊を募集します。
●練習日程（３月から開始予定）
　水曜日　午後７時30分～ 9時
　土曜日　午前10時～ 11時30分
●ところ　ヴィーブル
●内　容　「ドレミの歌」「ビリーブ」ほか合唱
●対　象　練習にできるだけ参加できる人
●定　員　50人程度
●参加費　無料
●申込方法
　　２月15日㈮までに
ヴィーブルへ電話で
お申し込みください。

ヴィーブルのステージで歌いませんか♪

ドレミの広場　コーラス隊募集
　誰にでも分かりやすく、大腸がんに関する基礎情報から
早期発見の大事さを紹介します。
　皆さんお誘いの上、ぜひご参加ください。
●と　き　１月25日㈮　午前10時～
　　　　　（受付　午前9時30分）
●ところ　ヴィーブル　文化会館
●内　容　「大腸がん早期発見のために
　　　　　　　　　　　　　　～検診から治療まで～」
●講　師　大腸肛門センター高野病院医長
　　　　　内視鏡センター長　中村　寧さん　　
　　　　　
※市の送迎バスがあります。詳しくはお問い合わせください。

1月の市民講座

いきいき健康講座

ヴィーブルくん

申し込み・問い合わせ先　ヴィーブル ☎248-5555
トレーニングルームと歴史資料館は点検のため、１月31日㈭が休館日です。

館長のマンガのすゝ め（第16回）

●問い合わせ先　合志マンガミュージアム　☎２７３－６７６６ ※1・2月の休館日は、31ページのお知らせカレンダーをご覧ください。

「風と木の詩」 　作　竹宮惠子（小学館発行）

マンガを読もう！観よう！！学ぼう!!!
合志マンガミュージアムだより

●合志マンガ義塾（事前申込不要。受講には１日入場券
か年間パスポートの提示が必要です）

１月19日㈯　午後1時30分～ 3時
マンガ研究誌とその時代（１）
―『漫画主義』から『ぱふ』まで―　

２月９日㈯　午後1時30分～ 3時
マンガ研究誌とその時代（２）　
―『ぱふ』からファンZINEまで―　　
　２月23日㈯に当館で開催するシンポジウム「『ぱふ』の
時代」に先立ち、『漫画主義』『ぱふ』『COMIC BOX』など、
1960年代から現在までのマンガ研究・批評誌の歴史を
２回シリーズでたどります。（講師：橋本博館長）

●ワークショップ
１月20日㈰　午後1時30分～ 3時
２月11日㈪　午後1時30分～ 3時
つけペン体験教室（材料代200円、事前申込不要、先着10人、
午後１時～受付・整理券配布）

（館長館 マンガミュージアムスタッフス）

ス「マンガミュージアムで“『ぱふ』の
時代展”が開催中ですね。『ぱふ』っ
て何ですか。」

館「私がマンガの世界に足を踏み入
れた1970年代、マンガ情報誌の
代表的存在が『ぱふ』だったんだ」

ス「ネットがない時代に、マンガ読
者に大きな影響を与えた雑誌なん
ですね」

館「『風と木の詩』は、少年愛をテーマとした当時としてはセン
セーショナルな作品。これが『ぱふ』誌上で、萩尾望都らの
作品とともに少女マンガに革命をもたらしたと高く評価され
た。少女マンガが広く男性にも読まれるようになったのもこ
の雑誌の影響なんだよ」

特別展　『ぱふ』の時代展
３月24日㈰まで開催中。
　昭和54年～平成23年まで発行された月刊
マンガ情報誌『ぱふ』の歩みをご紹介します。
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和菓子をつくってみよう

☎248-5203 開館時間／午前８時30分～正午　午後１時～５時
休 館 日／月曜日、第２日曜日、祝日

スノードームを作ってみよう

☎248-3453

開館時間／午前８時30分～正午　午後１時～５時
休 館 日／月曜日、第２日曜日、祝日

☎242-7008

開館時間／月～土曜日 午前８時30分～午後５時15分
　　　　　日曜日 午前９時～午後５時15分
休 館 日／祝日、第４月曜日

●と　き　２月17日㈰　午後１時30分～３時
●定　員　先着10人程度（幼児は保護者同伴）
●参加費　100円
●内　容　空き瓶の中に小さなオブジェやスパン

コール・ラメなどを入れてキラキラお
しゃれなスノードームを作りましょう。

●申込開始　２月１日㈮　午前10時～

●と　き　２月23日㈯　午前10時～正午
●対　象　小学生
●定　員　先着15人
●参加費　200円
●内　容　甘くておいしい人気のチョコパイをこと

しも作ります。
●申込開始　２月９日㈯　午前10時～

●申込方法　児童館窓口または電話で、本人か保護
者がお申し込みください。（代理での
申し込み不可）

※参加費入金後、本予約となります。
※キャンセルの場合、返金できませんのでご了承く
ださい。

●申込方法
　児童館窓口または電話で
お申し込みください。（参加
費は当日集めます）

めちゃうま　冬の子どもクッキング　チョコパイ

●と　き　２月９日㈯　午前10時～正午
●ところ　ふれあい館
●対　象　４歳～高校生（幼児は保護者同伴）
●定　員　先着20人
●参加費　1人300円
●内　容　和洋菓子店大盛堂（須屋）から練りきりの

和菓子作りを教えてもらいます。
●持ってくるもの　エプロン、三角巾、飲み物
●申込開始　１月24日㈭　午前９時～
※ふれあい館窓口で入金後、本予約となります。（電
話での仮予約可）

ドラムにチャレンジ
●と　き　２月23日㈯　午後１時30分～４時
●ところ　ふれあい館
●対　象　小学４年生～高校生
●定　員　先着10人程度
●参加費　無料
●内　容　ドラムの基本を講師から学び、みんなで

音楽を楽しみます。ギターも教えてもら
えます。（初心者大歓迎）

●持ってくるもの　タオル、飲み物、スティック
（持っている人のみ）

●申込開始　１月28日㈪　午前９時～
●申込方法　ふれあい館窓口または電話でお申し込

みください。

児童館は、児童に健全な遊び場・機会を提供し、子どもが心身ともに豊かな発達
ができるように支援するところです。行事の詳しい内容は各児童館にお問い合わ
せください。なお、合志市子育てサイトに各児童館だよりを掲載しています。

合志市子育てサイト
http://kosodate.city.koshi.lg.jp/ ※お金やゲーム機など貴重品は持ってこないように、また、持たせないようにしてください。
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誕生３周年祭

２月３日㈰　　　節分
特製恵方巻　　　 事前予約受け付け中

　おかげさまで、クラッシーノ・マルシェはオープンから
3年を迎えます。皆さんへの感謝を込めて、お楽しみ抽選
会など楽しいイベントをご用意していますので、ぜひ
お越しください。詳しくは決まり次第ホームページ、店内
で告知します。

クラッシーノ・マルシェ（営業時間　午前9時～午後7時）
定休日　１月10日㈭
生産者（野菜・果物・弁当・加工品などの出荷者）募集中

問い合わせ先　一般社団法人 クラッシーノこうし
☎ 342-5554　FAX 342-5550
ホームページ　　http://www.klassino-koshi.jp

!　ラッシーノ 　ewsNク

　開店から23年目を迎え、地域で根強い人気を
誇る新慈。鮮魚店経験を活かした店主の確かな技
が光ります。

　鶏肉と合志産の玉ネギ、キャベツなどの野菜がピ
リ辛なタレと濃厚なチーズに絡まり、箸が止まらな
くなります。

　刺身、鍋など豊富な
メニュー、ここでしか
味わえない創作料理も
あり、ファミリー層か
ら多くの支持を受けて
います 。

●問い合わせ先　☎ 248-8683
　　　　　　　　幾久富1866-676　　
●営業時間　午後５時～11時30分(ラストオーダーは11時)
●定休日　　毎週月曜日

居酒屋　新慈

チーズタッカルビ

魚料理を中心に　豊富なメニュー

Pickup!

うまかもん店　自慢の一品

3周年の感謝を込めて

　生産者の手作り恵方巻や、鮮魚店の
海鮮恵方巻などを販売。
　予約は店頭で受け付けます。

２月9日㈯～11日

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●●

●

●

●

●

●

絵から「7つ」違いを探し、答えをはがきに書いて送っ　上・下の絵か
さい。正解者の中から８人に、てください 「図書カード（500円分）」
レゼント。当選者の発表は発送をもって代えます。をプレゼ

8 6 1 1 1 9 5

合
志
市
役
所

「
間
違
い
さ
が
し
」
係

12月号の答え

絵　佐藤峰子さん（黒石団地）

●締め切り １月31日㈭ 必着
●応募方法 はがきに必要事項を記入して、
　　　　　　ご応募ください。

＜裏面＞

１月号
①□□□□　⑤□□□□
②□□□□　⑥□□□□
③□□□□　⑦□□□□
④□□□□

住所・氏名・年齢・
電話番号
ご意見、ご感想、
キラッと輝く合志人
紹介など
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１/10木 11金 12土
３歳児健診■健
13:15 ～ 13:45
ふれあい館
認知症カフェ■高
13:30 ～ 15:00
ふれあい館
図書館延長開館■西
20:00まで
西合志図書館

法律・行政
心配ごと相談■社
10:00 ～ 14:30
みどり館

市民健康カントリー
マラソン大会■生
9:00 ～ 13:00
カントリーパーク
星空観望会■西
19:00 ～ 21:30
西合志図書館天文台

13日 14月 15火 16水 17木 18金 19土
個人番号カード
交付窓口開設日■市
9:00 ～ 12:00
合志庁舎
窓口証明業務
日曜日開庁■市 ■税
9:00 ～ 13:00
合志庁舎
市成人式■生 
14:00 ～ 15:00
ヴィーブル

１歳６カ月児健診■健
（対象は１歳８カ月児）
13:15 ～ 13:45
泉ヶ丘市民センター

司法書士による
空き家相談会■未
13:00 ～ 16:00
御代志市民センター

１歳６カ月児健診■健
（対象は１歳８カ月児）
13:15 ～ 13:45
ふれあい館

県文化財保護協会
文化財研修会■生
13:30 ～ 15:30
ヴィーブル
こころの相談■健
13:45 ～要予約
ヴィーブル

育児相談■健
9:30 ～ 11:00
ヴィーブル
夜のテーブルトーク■西
18:30 ～ 20:00
西合志図書館
図書館延長開館■西
20:00まで
西合志図書館

ビブリオトーク■西
10:30 ～ 12:00
西合志図書館
合志マンガ義塾■マ
13:30 ～ 15:00
マンガミュージアム
星空観望会■西
19:00 ～ 21:30
西合志図書館天文台

休◆■ 休●▲★◎M

20日 21月 22火 23水 24木 25金 26土
市消防出初式■交
8:30 ～ 12:00
西合志南中学校
窓口証明業務
日曜日開庁■市 ■税
9:00 ～ 13:00
合志庁舎
ワークショップ■マ
13:30 ～ 15:00
マンガミュージアム

法律・行政
心配ごと相談■社
10:00 ～ 14:30
御代志市民センター

４～５カ月児健診■健
13:15 ～ 13:45
ふれあい館

図書館延長開館■西
20:00まで
西合志図書館

４～５カ月児健診■健
13:15 ～ 13:45
泉ヶ丘市民センター

気づきうなずき
フェスティバル■総
9:20 ～ 11:30
御代志市民センター
星空観望会■西
19:00 ～ 21:30
西合志図書館天文台

休●▲★◆■M 休◎

27日 28月 29火 30水 31木 ２/ １金 ２土
窓口証明業務
日曜日開庁■市 ■税
9:00 ～ 13:00
合志庁舎

７～８カ月児健診■健
13:15 ～ 13:45
泉ヶ丘市民センター

ブックスタート■西
14:00 ～ 16:30
泉ヶ丘市民センター

７～８カ月児健診■健
13:15 ～ 13:45
ふれあい館
ブックスタート■西
14:00 ～ 16:30
ふれあい館

法律・行政
心配ごと相談■社
10:00 ～ 14:30
泉ヶ丘市民センター

特設人権相談■人
10:00 ～ 15:00
ふれあい館

人権フォーラム
2019in合志市■人
14:00 ～ 16:30
ヴィーブル
星空観望会■西
19:00 ～ 21:30
西合志図書館天文台

休●▲★◆■M 休◎ 休★M

３日 ４月 5火 6水 7木 8金 9土
窓口証明業務
日曜日開庁■市 ■税
9:00 ～ 13:00
合志庁舎

３歳児健診■健
13:15 ～ 13:45
泉ヶ丘市民センター

３歳児健診■健
13:15 ～ 13:45
ふれあい館
図書館延長開館■西
20:00まで
西合志図書館

認知症カフェ■高
13:30 ～ 15:00
ふれあい館

合志マンガ義塾■マ
13:30 ～ 15:00
マンガミュージアム
フルートで贈る
おはなし会■西
14:00 ～ 15:00
西合志図書館
星空観望会■西
19:00 ～ 21:30
西合志図書館天文台

休●▲★◆■M 休◎

2019年 1月 ▶ 2月

消費生活センター
生活支援相談センター
女性・子どもに関する相談
黒石原演習場関係

防災行政無線聞き直しダイヤル
防災情報お知らせメール

相談方法……電話・来庁 ☎ 248-5442　ところ……合志庁舎　２階 総務課内 消費生活センター
相談方法……電話・来庁 ☎ 248-1100　ところ……ヴィーブル１階 安心サポート合志
相談方法……電話・来庁 ☎ 248-1199　ところ……ヴィーブル１階 女性・子ども支援課
総務課　総務・男女共同参画班 ☎ 248-1112
☎ 248-2288
bousai.koshi-city@raiden.ktaiwork.jp

問
い
合
わ
せ
先

合志市役所
合志庁舎………☎248－1111（代）
〒 861-1195 合志市竹迫 2140
西合志総合窓口課
（西合志庁舎）………☎ 242－ 1113
■市市民課☎248－ 1113課 ■税税務課☎248－ 1114　課 ■健健康づくり推進課☎248－ 1173 ■生生涯学習課 ☎ 248－ 5555　■総総務課 ☎ 248－ 1112
■高高齢者支援課包括支援センター班 ☎ 248－ 1126　■人人権啓発教育課 ☎ 248－ 2399　■交交通防災課 ☎ 248－ 1555　■西西合志図書館 ☎ 242－ 5555
■社合志市社会福祉協議会 ☎ 242－ 7000 ■マ合志マンガミュージアム ☎ 273－ 6766　■未こうし未来研究所 ☎ 288－ 3731

須屋支所……………☎ 345－ 4400
須屋市民センター…☎ 346－ 4112
泉ヶ丘支所（市民センター）☎ 248－ 3453
ヴィーブル…………☎ 248－ 5555
御代志市民センター☎ 242－ 1190

黒石市民センター…☎ 242－ 2321
野々島市民センター…☎ 242－ 1636
みどり館……………☎ 248－ 0400
ふれあい館…………☎ 242－ 7000
三つの木の家………☎ 248－ 6277

老人憩の家…………☎ 242－ 2030
西合志図書館………☎ 242－ 5555
ユーパレス弁天……☎ 348－ 2626
人権ふれあいセンター☎ 248－ 3893
合生文化会館………☎ 242－ 3218

●コミュニティ施設休館（御代志・須屋・野々島・泉ヶ丘・黒石市民センター）
▲ヴィーブル休館・市民体育館休館
★市立図書館休館 ◆ふれあい館休館　◎みどり館休館
■老人憩の家休館 Mマンガミュージアム休館

市県民税　　　　第８期
国民健康保険税　第８期 　の納期限は１月31日㈭です。
固定資産税　　　第８期 口座振替も１月31日㈭です。
市税などの納付には便利な口座振替が利用できます。
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発
行
日
　
平
成
3
1
年
１
月
1
0
日

人　口……62,159（+  55）
世　帯……24,376（+  49）
出生…53 （- 2）
死亡…52 （- 3）

転入…211 （+31）
転出…157 （- 40）

※11月末現在　（　）内は前月比

人の
動
きき

元
肥
後
ち
ょ
ん
か
け
ご
ま
保
存
会

　
名
人  　

中
村

　
一
和
さ
ん
（
杉
並
台
）

手のひらでくるくるとこまが回ります

キラッ
くくくくく

とと

１

な
か 

む
ら

か
ず
よ
り

あなたの周りの合志人を探しています あなたの周りにいるキラッと輝く合志人を紹介してください。
たくさんの紹介をお待ちしています。企画課　企画広報班（合志庁舎）　☎248-1813

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
と
し
最
初
の
表
紙
は
相
撲
。
昨
年
７
月
号
の
和

顔
愛
語
に
も
登
場
し
た
私
の
ひ
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん

は
、
毎
日
必
ず
テ
レ
ビ
で
相
撲
を
見
て
い
ま
し
た
。

存
命
だ
っ
た
ら
合
志
場
所
を
き
っ
と
喜
ん
だ
だ
ろ

う
な
。
私
も
初
め
て
生
で
相
撲
を
見
ま
し
た
。

P
８
で
は
ふ
る
さ
と
大
使
谷
山
さ
ん
を
紹
介
。

試
合
中
は
気
迫
溢
れ
て
い
ま
す
が
、
普
段
は
と
っ

て
も
気
さ
く
で
明
る
い
人
で
す
。
こ
ち
ら
の
取
材

で
は
ボ
ク
シ
ン
グ
も
初
め
て
生
観
戦
し
ま
し
た
。

取
材
で
は
初
め
て
知
る
こ
と
、
見
る
こ
と
だ
ら

け
。
こ
と
し
も
い
ろ
い
ろ
な「
初
め
て
」と
出
会
え

ま
す
よ
う
に
。

小
山

「
で
き
る
人
が
・
で
き
る
時
に
・
で
き
る
こ
と
を

す
る
」の
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
基
本
だ
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
長
年
続
け
る
に
は
相
当
な
意
志

と
覚
悟
が
必
要
で
し
ょ
う
。
ま
た
、「
担
い
手
が
足

り
な
い
」「
タ
ダ
で
使
え
る
と
思
わ
れ
て
感
謝
の
言

葉
も
な
い
」な
ど
の
声
も
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
無
償

で
地
域
に
貢
献
す
る
皆
さ
ん
へ
敬
意
を
持
ち
つ
つ
、

自
分
自
身
も
で
き
る
だ
け
の
こ
と
を
す
る
。
少
子

高
齢
化
・
人
口
減
少
社
会
へ
上
手
に
対
応
す
る
ヒ

ン
ト
は
、
こ
の
辺
に
あ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。高

野

　「さ
あ
、
回
れ
回
れ
」
と
い
う
中
村

さ
ん
の
声
が
響
く
。
そ
れ
に
合
わ
せ

子
ど
も
た
ち
が
回
す
の
は
、
熊
本
の

伝
承
文
化
で
も
あ
る
「
ち
ょ
ん
か
け

ご
ま
」。
地
面
で
は
な
く
、
紐
を
使
い

空
中
で
回
す
こ
ま
だ
。
中
村
さ
ん
は

一
人
一
人
に
丁
寧
に
コ
ツ
を
教
え
る
。

子
ど
も
た
ち
も
夢
中
に
な
っ
て
何
度

も
挑
戦
。
上
手
に
回
せ
る
と
、
み
ん

な
が
笑
顔
に
な
り
拍
手
が
沸
き
起
こ

る
。「
明
る
く
楽
し
い
気
持
ち
に
な
っ

て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
、
中
村
さ

ん
の
思
い
が
形
に
な
る
瞬
間
だ
。

　20
年
以
上
前
、
職
場
の
仲
間
が

や
っ
て
い
る
の
を
見
て
始
め
た
ち
ょ

ん
か
け
ご
ま
。「
回
す
の
が
楽
し
そ
う

で
羨
ま
し
く
て
。
で
も
最
初
は
全
然

思
い
通
り
に
回
ら
な
く
て
ね
。
悔
し

く
て
が
む
し
ゃ
ら
に
な
り
ま
し
た
」

　最
初
の
１
年
は
１
日
５
時
間
、
毎

日
欠
か
さ
ず
練
習
し
た
。「
回
し
て
い

る
と
意
外
と
体
力
を
使
う
ん
で
す

よ
。
熱
中
す
る
と
、
ど
ん
な
ス
ポ
ー

ツ
よ
り
息
が
あ
が
り
ま
し
た
」

　コ
ツ
コ
ツ
と
腕
を
磨
き
、
今
で
は

ま
る
で
生
き
て
い
る
よ
う
に
自
在
に

こ
ま
を
操
る
。
年
に
20
回
程
度
、
高

齢
者
施
設
や
保
育
園
で
こ
ま
回
し
を

披
露
し
た
り
、
教
え
た
り
し
て
い
る
。

　「旭
日
昇
る
東
に
、
噴
煙
な
び
く

大
阿
蘇
と
、
西
に
霊
峰
金
峰
山
。
朝

な
夕
な
に
仰
ぎ
見
る
、
こ
こ
は
火
の

国
肥
後
の
国
。
１
掛
け
２
掛
け
ち
ょ

ん
掛
け
て
、
掛
け
て
回
せ
ば
火
の
国

の
、
肥
後
も
っ
こ
す
の
血
が
た
ぎ
る
。

火
の
国
男
の
ち
ょ
ん
か
け
を
、
今
日

は
ゆ
る
り
と
見
て
は
い
よ
〜
」
と
、

熊
本
の
魅
力
を
語
る
口
上
に
乗
せ

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
技
を
繰
り
出
す
姿

に
観
客
は
魅
了
さ
れ
る
。
使
う
こ
ま

は
全
て
中
村
さ
ん
が
木
材
を
削
っ
て

手
作
り
。「
軸
が
ぶ
れ
な
い
よ
う
木
の

年
輪
に
合
わ
せ
て
重
り
が
入
れ
て
あ

る
ん
で
す
」。
ち
ょ
ん
か
け
ご
ま
以
外

に
も
、
ひ
ね
り
こ
ま
や
投
げ
こ
ま
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
こ
ま
を
楽
し
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
準
備
し
て
い
る
。

　ち
ょ
ん
か
け
ご
ま
が
伝
承
さ
れ
て

い
く
よ
う
願
い
を
込
め
、
観
客
に
語

る
。「
皆
さ
ん
も
こ
ま
を
回
し
て
み
た

い
な
と
思
っ
た
ら
呼
ん
で
く
だ
さ
い
。

私
が
い
つ
で
も
駆
け
付
け
ま
す
」

　火
の
国
男
の
ち
ょ
ん
か
け
は
、
い

つ
ま
で
も
回
り
続
け
る
。

元
肥
後
ち
ょ
ん
か
け
ご
ま
保
存
会

名
人 

中
村

一
和
さ
ん
（
杉
並
台
）

な
か
む
ら

か
ず
よ
り

笑
顔
を
求
め

　
　
　
空
中
を
舞
う
ち
ょ
ん
か
け
ご
ま

1こま回しに挑戦する子どもたち　2さまざまな種類や大きさのこまを手作り
3中村さんの技でこまが宙を駆けます

ひ
ん
が
し

き
ん
ぽ
う
ざ
ん


